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斯
道
文
庫
所
蔵
明
刻
本

『史
記
題
評
』
書
入
れ

『史
記
正
義
』
佚
文
の
研
究

(中
)

須
 
山
 
哲
 
治

一
、

は

じ

め

に

 
前
回

に
引
き
続
き
、
『史

記
題
評
』
(
以
下

「金
本
」
と
称
す
)
欄
外
書

入
れ

の
う
ち
、
『史

記
正
義

』
佚
文

に
該
当

す
る
部
分
を
翻
刻
す

る
。

 
本
稿

で
は
、
巻

九
十

一

「黥
布

列
伝
」

か
ら
巻

百
十

五

「朝
鮮
列
伝
」

ま
で
を
収
録

の
対
象
と
す
る
。
巻

百
十

六
以
下
に

つ
い
て
は
、
稿
を
改
め

て
掲
載
す
る

つ
も
り
で
あ
る
。

二

、

斯
道
文
庫
蔵

「史
記
題
評
』

正
義
』
佚
文
翻
刻

本
書
入
れ

「史
記

 
凡
 
例

一
、
翻
刻

に
当
た

っ
て
は
、
ま
ず

『史

記
』
正
文

の
該
当
箇
所
を

[

]

で
記
し
、
続

い
て
そ

の
箇
所
が

『史

記
会
注
考
証
』

(以

下

「
滝

(川

)

本
」
と
略
称
)

の
ど

の
部
分
に
当

た
る
か
を
、
頁
数

、
行
数

の
順
で
示
し

た
。
な

お
、
こ

の
書
式
は
、
水

沢
利
忠

『史
記
会
注
考

証
校
補
』

(以

下

「
水
沢
本
」
と
略
称
)

の
も

の
を
全

面
的
に
参
考

に
し
て

い
る
。

一
、
金
本

『
正
義
』
佚

文
は
○
印

の
後

に
記
し
た
。
ま

た
、
水

沢
本
所

収
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の
佚
文
と
些

か
で
も
異
同
が
あ

る
場
合
は
、
煩
を
厭
わ
ず
、
●
印

の
後

に

水

沢
本
の
佚
文
を
収
録
し
、
比
較
検
討

の
便
を
図

っ
た
。

一
、
水
沢
本

で
は
、
水
沢
博
士
自
身

の
校
勘
記
は
割
注

の
形

で
記
載
さ
れ

て

い
る
が
、
本
稿

で
は
、

(

)

の
中

に
収

め
た
。
な
お
、

比
較

の
便
を

図
る
た
め
、
校
勘
記

の
部
分

に
該
当
す
る
字
数
分

の
空
格
を
、
金
本

『
正

義
』
佚
文

に
挿
入
し

て
あ
る
。

一
、
金
本

『正
義
』
佚
文

の
う
ち
、
判
読
不
能
な
も

の
は
、
■

で
示
し
た
。

一
、
金
本

『正
義
』
佚
文
、
水
沢
本
佚
文
共

に
、
欠
落
部
分
が
あ
る
場
合

は
、

そ
の
部
分
を

ー
で
一不
し
た
。

二
、

そ
の
他

の
記
号

・
略
号

・
略
称

に
関
し

て
は
、
原
則
と
し

て
水
沢
本

の
凡
例

に
従

っ
た
の
で
、
そ
ち

ら
を
参
照
し
て

い
た
だ
き
た

い
。
た
だ
し
、

そ
の
中

で
も
特

に
重
要
と
思
わ
れ
る
版
本
に
関
す

る
略
称

に
つ
い
て
の
み
、

理
解

の
便
宜
を
図
る
た
め
煩
を
厭
わ
ず

に
こ
こ
で
示
し

て
お
き
た

い
。

※
テ
キ
ス
ト

・
版
本
名
略
号

一
覧

 
●
瀧

〔本

) 
滝
川
亀
太
郎

『
史
記
会

注
考

証
』
。
な

お
、
「
滝

(
川
)

 

 
 
 

 
 

本
」
と
称
す

こ
と
も
あ

る
。

 
●
金

(本

)

南
禅
寺
金
地
院
旧
蔵
斯
道
文
庫
蔵

『史
記
題
評
』
本

 
●
南
化

(本
) 

釈
月
桂
寿
桂

(幻
雲
主

釈
南
化
玄
興

・
直
江
兼
続

-

●
梅

(本
)

●
幻

(本
)

●
狩

(本
)

●
野

(本
)

●
高

(本
)

●
謙

(本
)

●
掖

(本
)

●
水
沢
本

水
沢
利
忠

『
史
記
会
注
考
証
校
補
』

●
小
沢
本

小
沢
賢
一
.
「
史
記
正
義
佚
存
訂
補
」

上
杉
隆

憲
旧
蔵
現
国

立
歴
史
民
俗

博
物
館
蔵
南

宋
慶
元

黄
善
夫
刊
本

『
史
記
』

の
書
き
入
れ
部
分

釈
梅
仙
手
沢
建
仁
寺
両
足
印
本

『史
記
』

『
幻
雲
史
記
抄
』

狩
野
亨
吉

旧
蔵
東
北
大

学
図
書
館

蔵
慶
長

八
行
有

界
古

活
字
本

『
史
記
』

狩
野
古
.・吉

旧
蔵
東
北
大

学
図
書
館
蔵

九
行
無

界
古

活
字

本

『
史
記
』

高
木
家

旧
蔵

天
理
大

学
図
書
館
蔵

八
行
無
界
古
活

字
本

『
史
記
』

伊
佐

早

謙
旧

蔵
慶

應

大

学
図

書

館
蔵

元
版

彭

翁
印

本

『
史
記
』

狩
谷
掖
斉
旧
蔵
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

『史
記
』

.
、

『史

記
正
義
』
佚
文
校

訂
上
、
特

に
重

要
と
思
わ

れ
る
部
分
に

つ
い

て
は
、
※
印

の
後

に
筆
者

の
校
勘
記
を
記
し
た
。
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巻
九
十

一 

黥
布
列
伝
箜

一一十

一

[
姓
英
氏

] 
滝

二
、

一

〇
孔
文
祥
云
爲
封
皐
陶
後
於
英
布
其
苗
裔
也
漢
故
事
云
布
姓
黥
欲
以

厭
當
之
也

【南
化
】
【幻
】

【狩
】

【梅
】

【瀧
】

[破
之
清
波
引
兵
而
東
] 
滝

三
、
三

〇
清
作
青
地
名

【
南
化
】
【幻

】
【梅
】

【瀧
】

[又
使
布
等
先
從
間
道
破

關
下
軍
] 

滝

四
、
七

〇
謂
間
隙
之
道

●

ー
開
隙
之
道

【南
化
一
【幻

】
【掖

】
【謙

】
【梅

】
【
狩
】
【瀧

】

[此
臣
之
所
以
爲
使
] 

滝
⊥ハ
、
八

〇
以
楚

強
漢
弱
爲
此
事
臣
之
所
以
使
九

江
也

【南

化
】
【幻

】
【
梅
】

【瀧
】

巻

九

十

二
 

淮

陰

侯

列

伝

第

一一、十

.

[
常
數
從
其
下
郷
南
昌
亭
長
寄
食
]

○
行
賣
日
商
坐
賣

日
賈
也
寄
飮
食

 

 

謂
託
ー

滝

一
、
、

四

食
於
人
猶
乞
食
也

●
行
費
日
商
坐
賣

目
賈
也
案
食
飮

(南
化
幻
梅
狩
本
上
三
字
作
寄
飮

食
)
謂
託
飮

(南
化
梅
狩
本
無
飮
字
)
食
於
人
猶
乞
食
也

【南
化

】

【幻
】

【梅
】
【
狩
】
【野
】

【瀧
】

※
金
本

で
は

「
行
賣

日
商

坐
賣

日
賈
也
」

と

「謂
託
食
於

人
猶
乞

食

也
」
と

の
間
で
行
が
改

め
ら
れ
て

い
る
。
南
化
本
も

同
じ
。
本

来
別

の
語
句

に
対
す
る
二

つ
の
注
で
あ

っ
た
も

の
が
、
滝

川
本

に
よ

っ
て

…
つ
の
注

に
ま
と
め
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

[
不
能
死
出
我
袴
下
] 

滝
三
、
三

〇
衆
辱
謂
於
衆
中
辱
之

【
南
化
】
【幻

】
【
梅
】
【狩

】
【
野
】

【瀧
】

[
將
秦

子
弟
數
歳
矣
] 

滝
八
、
五

〇
三
秦
王
 
 

 
 

 
 
 

 

章
邯
司
馬
欣
董
翳

●
三
秦

ー
(南
化
梅
本
有
王
字
)
章
邯
司
馬
欣
董
翳

【南
化
】

【幻

】

【梅

】
【狩

】
【
野
】

【瀧
】

[秋
毫
無
所

害
] 
滝
八
、
八

〇
秋
毫
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 崘
微
細
之
物
也

●
秋
豪

(南
化
梅

野
本
豪
字
作
毫

)
崘
微
細
之
物
也

【南
化

】

【幻
】

【梅
】
【
瀧
】

[部
署
諸
將
所
撃
] 
滝

九
、

五

〇
部
署

謂
部
分
而
署

置
之
也

【南

化
】

【
幻
】

【梅

】

【
狩
】

【
野
】
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【壟

巻
九
十
三
 
韓
信
盧
綰
列
伝
第
三
十
三

[及
其
鋒
東
郷
] 
滝
三
、
三

〇
其
氣
鋒
鋺
欲
東
也
按
及
事
卒
鋒
鏡
之
時
可
東
向
爭
天
下

【南
化
】

【梅
】

[明
年
春
] 
滝
四
、
五

〇
徐
廣
日
即
」
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
年
之
二
月
也
漢

書
韓
信
傳
云
六
年
春
史
記
高
-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
紀
竝
云
六

年
徙
信
都
晉
陽
未
審
徐
何
糠
而
言
-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

也

●
徐
廣
日
即
高
帝

(南
化
幻
梅
本
無
高
帝
二
字
)
五
年
之
二
月
也
漢

書
韓
信
傳
云
六
年
春
史
記
高
祖

(南
化
幻
梅
本
無
祖
字
)
紀
竝
云
六

年
徙
信
都
晉
陽
未
審
徐
何
據
而
言
之

(南
化
幻
梅
本
無
之
字
)
也

【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【野
】
【瀧
】

巻
九
十

四
 

田
憺
列
伝
第

三
卜
四

[狄
人
也
] 

滝

二
、

○
和
帝
改
千
乘
爲
樂
安
郡

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【野
】
【
瀧
】

[欲
謁
殺
奴
] 

滝

冖
一、 
⊥ハ

○
詳
爲
羊
僞
二
音

【
南
化
】

【幻
】
【
梅
】
【
狩
】
【
瀧
】

[趙
亦

不
殺
田
角
田
間
以
市
於
齊
] 

滝
四
、
三

〇
-
如

市
佑
交

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
易

●
市
如
市
沽
貿

(南
化
幻
梅

本
上
二
字
作
俗
交

)
易

【南
化
】

【幻
】

【梅

】
【瀧
】

[何
故

不
殺
] 

滝

四
、
七

〇
蝮
蛇
之
崘
言
蝮
蛇
ー
人
則
雖
手
斬
之
爲
去
其
害
也
今

田
氏
等
■
楚

趙
其
害
甚
ー
斬
手
足
何
不
殺
之
乎

●
蝮
蛇
之
崘
言
蝮
蛇
螫
人
則
雖
手
斬
之
爲
去
其
害
也
今
田
氏
等
於
楚

趙
其
害
甚
於
斬
手
足
何
不
殺
之
乎

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【瀧
】

※
水
沢
氏
は

こ
の
注
文

に
対
し

て

「按
各
本
校
記
不
冠
正
義
日
三
字

疑
非
正
義
注
文
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
金
本

に
も

「正
義
日
」

の
三

字
は
な

い
。
水
沢
氏

の
考
証
を
是
と
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

[横
始
與
漢
王
倶
南
面
稱
孤
] 

滝

冖
○
、
五

〇
老

子
云
貴
以
賤
爲

本
侯
王
自

ー
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
謂
孤
寡

一不
穀

謙
■
也

●
老

子
云
貴

以
賤
爲

本
侯
王
自
稱

(南
化
幻
梅
本
無

稱
字
)
謂
孤
寡
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不
穀
謙
稱
也

【南
化

】
【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧

】

巻
九
十
五
 
樊

躑
滕
灌
列
伝
第
三
ー-
五

[獨
騎

一
馬
與
樊
膾
等

四
人
歩
從
]
 
滝
六
、
ヒ

 
○
車
騎
沛
公
所
乘
之
車

及
從

者
之
騎

【南
化

】

【幻
】

【
梅
】

【狩
】

 
【
野
】

【瀧
】

[續
鄰
氏
後
]
 
滝

一
八
、

一
〇

 
〇
謬
 
 
 
 
 

 

地
未
詳

 
●
繆

(梅

本
誤
謬

)
地
未
詳

【南

化
】

【
幻
】

【
梅
】

【
狩
】

【
野
】

 
【
瀧
】

[風
齊
王
以
誅
呂
氏
事

] 

滝

三
三
、

二

 
〇
風
方
鳳
反

【南
化

】

巻
九
十
六
 
張

丞
相
列
伝
第

三
古

六

[昌
嘗
燕
時
入
奏
事
] 
滝

五
、
「

 
○
燕
者
安
閑
 

 

 

 

 
 

 

 

 
之
名

 
●
燕
者
安
間

(南
化
梅
本

聞
字
作
閑

)
之
名

(南
化
本
名
字
作
君
)

【南
化
】

【幻

】
【梅

】
【狩
】

【瀧
】

[無
以
易
堯
] 
滝

七
、

一
〇

〇
易
改
也
無
以
改
易
於
発
也

【南
化

】
【幻

】
【梅
】

【狩
】

【瀧

】

[乃
抵
堯
罪
] 
滝

八
、
九

〇
畫
音

獲
謂
計
策

【南
化
】

【幻
】

【梅

】
【狩
】

【野
】

【瀧

】

[更
一兀
年
] 

滝

. 
一
、 
,
○

○
草
創
始
也
以
秦
水
徳
漢
土
勝
之

【南
化
】

【幻
】
【梅
】

【狩
】
【瀧

】

[大
爲
姦

利
] 
滝

、
二
、
三

〇
言
蒼
保
擧

人
任
ー

 

 
 

 
 

 

 
 

 

爲
中
候
官

●
言
蒼
保
擧

人
任
而

(南
化
幻
梅
本
無
而
字
)
爲
中
候
官

【南
化
】

【幻
】
【
梅
】
【
狩
】
【瀧
】

[子
類
代
爲
侯
] 
滝

=

二、
六

〇
類
五
怪
反

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[吾
私
之
]

滝

一
四
、
七

〇
吾
私
之
愛
幸

之
君
勿
言

【南
化
】

【幻
】

【梅

】
【狩
】

【瀧

】

[南
出
者

太
上
皇
廟
埋

垣
] 

滝

一
五
、

八

〇
嬬
」
■
院
外
ー
-
餘

垣
濡
外

院
之
牆
濡
如
戀

反
又
而
縁

反

●
濡
廟
内
院
外
餘
地
餘
垣
濡
外
院
之
牆
濡
如
戀
反
又
而
縁
反

【南
化
】

【幻
】
【
梅
】
【狩

】
【
野
】
【瀧
一
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[孝
武
時
] 
滝

一
八
、
四

〇
孝
武
時

已
下
皆
緒
先
生
所
記

【南
化

】

[
長
陵
人
也
]
 
滝

一
八
、
五

〇
漢
書
云
車

千
秋
姓

徙
長
陵
千
秋
爲
寢
郎
會
衞

征

【
幻
】
【梅

】
【狩

】

田
氏
其
先
齊
諸
田

 
太
子
事
上
急
變

 

 
 
 
 
 
 

 
 

太

子
寃
爲
鴻
臚

數
年

代
劉
屈
釐
爲

丞
相
封
富

民
侯
年
老
上
優
之
朝
見
乘
牛
車
入
宮
中
號
車
丞
相

●
漢
書

云
車

千
秋
始

(南
化
幻
梅
本
始
字
作
姓

)
田
氏
其
先
齊
諸

田

徙
長
陵
千
秋
爲
寢
郎
會

1

(南

化
幻
梅

本
有

衞
字
)
太

子
事

上
急
變

訟

(梅

本
訟
字
作
征

)
太
子
寃
爲
鴻
臚
數
年
代

劉
屈
釐
爲
丞
相
封
富

民
侯
年
老
上
優
之
朝

見
乘

牛
車
入
宮

中
號
車
丞
相

【南

化
】

【幻
】

【梅

】
【狩
】

【瀧
】

[
而
立
玄
成
]
 
滝

一
九

、
五

〇
弘
坐
宗
廟
事
繋
獄
未
決

【南
化
】

【幻

】
【梅

】
【狩
】

【瀧

】

[濟
陰

人
也
] 

滝

一
九

、

二
〇

〇
相

字
弱
翁
濟
陰
定
陶

人
徙
■
陵

●
相
字
弱
翁
濟
陰
定
陶
人
徙
平
陵

【南
化
】

【幻
】
【梅
】

【狩
】
【瀧

】

[
丞
相
奏

以
免

罪
] 
滝

.
一〇

、
二

〇
奏
京
兆

尹
之
■
免
也

●
奏
京

兆
尹
之
罪
免
也

【南
化

】
【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[
魯
國

人
也
]
 
滝

二

一
、
七

〇
字
少
卿

【南

化
】
【幻

】
【梅

】
【狩
】

【瀧
】

[
封
爲

列
侯
] 
滝

二

一
、
八

〇
以
孩
童

ー
 

 
 

 
 

 

 
 

 

侍
養
宣
帝
及
桓

 

 
 

詔
使
活

宣
帝

之
故
後
封
爲
博
陽
侯
邑
千

三
百
戸

●

以
孩
童

時

(南
化

幻
梅
本

無
時
字

)
侍
養

宣
帝

及
拒

(梅

本
拒

字
誤
桓

)
詔
使

活
宣
帝

之
故
後
封
爲
博
陽
侯
邑
千
-.。百
戸

【南
化
】

【幻

】
【
梅
】

【
狩
】
【
瀧
】

[後
世
稱

之
]
 
滝

二

.
、

一
〇

〇
漢
書

吉
道

上
見
殺
人
不
問
見

中
 
 

 

 
 

 

 

喘
吐
舌
使
吏

問
之
或
讓
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
吉
吉

田
民
鬪

 

 
 
 

相
相

 
 
 

 
 

 
 
 
傷
殺
長
安
令
京
兆
尹
職
歳
竟
丞

相
課
其

殿
最
賞
罰
宰

相
不
視
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
小
事
非

ー

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

當
於

到
路
 

 
 

 
 
 

 
 

 
問
也
方

春
少

陽
用
事
未

可
以
熱
故

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

牛
近

 

 
 
 
 

行

用
 
 

 

 
 

 

 
 

 

暑
故
喘
此
氣
失
節

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

恐
有
所
傷
害
也

..二公
典
陰
陽
職
所
當

憂
是
以

問
之
以
吉
知
大
體
故
世
稱
之
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●
漢
書

吉
道

上
見
殺
人
不
問
見
牛

(梅
本
牛
字
誤
中
)
喘
吐
舌
使
吏

問
之
或
讓

(南

化
幻
本
譲
字
作
議
)
吉
吉
日
民
間

(南
化
幻
梅
本
間

字
作

鬪
)
相

-
(
梅
本

誤
重
相
字
)
傷
殺

長
安

令
京
兆
尹
職
歳

竟
丞

相
課
其
殿
最
賞
罰
宰
相
不
親

(南
化
幻
梅
本
親
字
作
視
)
小
事
非
所

(南

化
幻
梅

本
無
所
字
)
當
於
到
-

(南
化
梅
本
有
路
字
)
問
也
方
春

少

陽
用
事
未

可
以
熱
恐

(南
化
幻
梅
本
恐
字
作
故
)
牛
近

(梅
本
金

字
作
道

)
行
以

(南
化
幻
梅
本
以
字
作
用
)
暑
故
喘
此
時
節
失
氣

(南

化
幻
梅

本
上
三
字
作
氣
失
節
)
恐
有
所

傷
害
也
三
公
典
陰
陽
職
所
當

憂

是
以
問
之
以
吉
知
大
體
故

世
稱

之

【
南
化
】

【
幻
】

【梅
】

【
狩
】

【瀧

】

※
水

沢
氏
は

こ
の
注

に
対

し
、
「
按
南
化
幻
梅

狩
各
本
校
記

不
冠
正

義

日
三
字
疑
非
正
義
注
文
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
金

本

の
注
文

末
尾

に
は

「
正
義
」

の
二
文
字
が
あ
る
。
南
化
本
も
同
じ
。

[以
丞
相
病
死
] 

滝

二
二
、

二

〇
諡

日
定
侯

【南
化
】

【幻
】
【
梅
】
【
狩
】
【
瀧
】

[免
爲
庶

人
] 

滝

二
二
、
四

〇
漢
書

日
上
日
故
丞
相
吉
有
舊
恩
朕
不
忍
絶

」

 
 

顯
官
奪
邑

四
百
戸
後
復
以
爲

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
成

 
 
 

 
 
 
 
 

門
校
尉
卒
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
子
昌
嗣
爵

關
内
侯
成
帝
鴻
嘉
元
年
以
吉
舊
恩
封
吉
孫
中
郎
將
關
内
侯
昌
爲
博

陽

侯
奉
吉
後
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

國
絶

三
十

三

 
 
 
 
 

 
蜘駄
侑
灰
煽
惧
冖云
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 日
日
楠仔
ヱJ

孫
王
莽
時
乃
絶

●
漢
書
日
上
日
故

丞
相
吉
有
舊
恩
朕

不
忍
絶
免

(南
化
幻
梅
本
無
免

字
)
顯
官
奪
邑
四
百
戸
後
復
以
爲

(南
化
幻
梅
本
無
爲
字

)
城

(南

化
梅
本

城
字
作

成
)
門
校
尉

1
(南
化
幻

梅
本
有
卒
字

)
子
昌
嗣
爵

關
内
侯
成
帝
鴻
嘉

元
年
以
吉
舊
恩
封
吉
孫
中
郎
將
關
内
侯
昌
爲

博
陽

侯

」
1
!

(南
化

幻
梅
本
有
奉
吉
後

三
字

)
國
絶

三
十

二

梅
本

二
作

三
)
歳
ー

I
l

(南
化
幻
梅
本

有
復

續
云
三
字

)

孫
王
莽
時
乃
絶

【南
化

】
【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[淮
陽
人
也
] 
滝

二
二
、
九

〇
霸
字
次
公
准
陽
陽
夏
人
以
豪
傑
役
使
徙
雲
陽

●
霸
字

次
公
淮

陽
陽
夏
人
以
豪
傑
役
使
徙
雲
陵

作
陽
)

【南
化
】
【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[
而
至

丞
相
] 
滝

二
三
、
三

〇
代
丙

吉
爲
丞
相
封

建
成

侯
食
邑

六
百
戸

【
南
化

】

【幻

】

【狩

】
【
野
】
【瀧

】

[
子
嗣
]

滝

二
三
、
四

(南

化
幻

昌
傳

子

(南
化
幻
梅
本

陵
字

【
梅
】
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○
子
賞
嗣

【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【野
】
【瀧
】

[黄
丞
相
卒
] 
滝
二
三
、
四

〇
諡
日
定
侯

【南
化
】
【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

[以
御
史
大
夫
于
定
國
代
] 
滝
一
.三
、
五

〇
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 定
國
字
曼
倩
東
海
鄰
人
也
爲
縣
獄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
吏
及
廷
尉
史
歴
位
超
爲
廷
尉
乃
迎
師
學
春
秋

北
面
備
弟
子
禮
爲
廷
尉
民
自
以
不
寃
定
國
飮
酒
至
數
石
不
亂
甘
露
中

代
黄
霸
爲
丞
相
封
西
平
侯
九
年
薨
諡
安
平

侯
子
永
嗣
始
定
國
父
爲
縣
吏
郡
決
曹
獄
平
閭
門
壞
父
老
方

 
 
 
 
 
 
共
治
之
于
公
謂
日
少
高
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 大

間
門
令
容
駟
馬
高
葢
車
我
治
獄
多
陰
徳
未
曾

 
 

有
所
寃
子
孫
必
有
興
者
至
定
國
爲
丞
相
封
侯
傳
世
也

●
于

(南
化
幻
梅
本
無
于
字
)
定
國
字
曼
倩
東
海
鄰
人
也
爲
縣
獄

(南
化
本
獄
字
作
令
)
吏
及
廷
尉
史
歴
位
超
爲
廷
尉
乃
迎
師
學
春
秋

北
面
備
弟
子
禮
爲
廷
尉
民
自
以
不
寃
定
國
飮
酒
至
數
石
不
亂
甘
露
中

代
黄
霸
爲
丞
相
封
西
平
侯
九
年
薨
諡
安
ー
(南
化
幻
梅
本
有
平
字
)

侯
子
永
嗣
始
定
國
父
爲
縣
吏
郡
決
曹
獄
平
閭
門
壞
父
老
」
(南
化
幻

梅
本
有
方
字
)
共
治
之
于
公
謂
日
少
」
(南
化
幻
梅
本
有
高
字
)
大

閭
門
令
容
駟
馬
高
葢
車
我
治
獄
多
陰
徳
未
嘗

(南
化
幻
梅
本
嘗
字
作

曾

)
有
所
寃

子
孫

必
有
興
者
至
定
國
爲
丞
相
封
侯
傳
世
也

【南
化
】

【幻
】

【梅

】
【狩

】
【瀧
】

[即
前
韋
丞
相

子
也
] 

滝

二
三
、
九

〇
玄
成
字
少
翁
■
-
任
爲
郎
歴
位
至
御
史
大
夫
ー
光
中
代
子
定
國
爲

丞
相
封
故
國
扶
陽
爲
相
七
年
守
正
持
重
リ
■
父
賢
文
彩
過
之
薨
諡
日

恭
侯
初
賢
徙
リ
陵
玄
成
徙
杜

ー
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
父
子
明
■

爲
相
故
鄒
魯

聞
云
遺
子
黄
金
滿
■
不
如
■
經

●
玄
成
字
少
翁
以

父
任
爲
郎
歴
位
至
御
史
大
夫
永
光
中
代
于
定
國
爲

丞
相
封
故
國
扶
陽
爲
相
七
年
守
正
持
重
不
及
父
賢
文
彩
過
之
薨
諡
日

恭
侯
初
賢
徙
平
陵
玄
成
徙
杜
陵

(南
化
幻
梅
本
無
陵
字
)
父
子
明
經

爲
相
故
鄒
魯
聞
云
遺
子
黄
金
滿
篩
不
如

一
經

(南
化
本
無
上
十

一
字
)

【南
化
】

【幻

】
【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[
乃
中
丙
科
] 

滝

二
五
、

一

〇
衡
射
策

甲
科
一
ー
■
爲
太
常
掌
リ
ー
林
傳
云
歳
課

 
 

 

甲
科
爲
郎
中

乙
科
爲
太
子
舍
人
景
 

 

 
 

 

 
 

科
補

文
學
掌
故
也

●
衡
射
策

甲
科
不
應
令
爲
太
常
掌
故
儒
林
傳
云
歳
課

(南
化
幻
本
無

課
字

)
甲
科
爲
郎
中

乙
科
爲
太
子
舍
人
景

(幻
本
景
字
作
丙
)
科
補

文
學
掌
故
也

【南
化

】
【幻
】

【梅
】

【狩
】

【野
】

【瀧
】
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[封

樂
安
侯
]

滝
二
五
、
七

〇
暦
位
御
史
大
夫
建
昭
安

侯
食
邑

三
百
戸

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

代
韋

玄
成
爲

丞
相
封

安
樂

 

 
 
 
 
 

侯
食
邑
六
百
戸
爲

相
七
年

以
侵
封
國
界
免
爲
庶
人
終

于
家

●
歴
位
御
史
大
夫
建
昭
中

ー
」

」
」
」
1
(南

化
幻
梅
本
無

中
字
而

有
安
侯
食

邑
三
百
戸
七
字
)
代
韋
玄
成
爲
丞
相
封
樂
安

(南
化
幻
梅

本
樂
安

互
倒
)
侯
食
邑
六
百
戸
爲
相
七
年
以
侵
封
國
界
免
爲
庶
人
終

于
家

【南

化
】
【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[數
年
不
得
] 

滝

二
六
、
五

〇
鄭
弘
-
稚
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 卿
-
-
■
■
爲
御
史
大
-

■
-
一
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
坐
與
京
房
■
■
一
也

●
鄭
弘
字
神

(南
化
幻
梅
本
神
字
作
稚
)
卿
代
章
玄
成
爲
御
史
大
夫

六
歳
子

(南
化
幻
梅
本
子
字
作
而
)
坐
與
京
房
論
議
免
也

【南
化

】

【幻
】

【梅
】
【
狩
】
【瀧
】

巻
九
十
七
 
躑
生
陸
賈
列
伝
第
三
レ
七

[無
以
爲
衣
食
業
] 
滝

二
、
六

○
落
謂
零
落
也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

魄

」

 
 

漂
薄
也
言
食
其
家
貧
零
-
漂
薄
也
無
一
■
■
衣
食
■
■
■

●
落
謂
零
落

1
(南
化
幻
梅
本
有
也

字
)
魄

謂

(南
化
幻
梅

本
無
謂

字

)
漂
薄
也
言
食
其
家
貧
零
落
漂
薄
也
無
可
以
爲
衣
食
業
産
也

【南

化
】
【
幻
】
【梅
】

【狩
一

【瀧
】

[使
人
召
鄰
生
]
 
滝
四
、

二

○
ー
」
謂
 
 
 
 
 
 

 
 
 

傳
置
之
舍

●
傳
舍

1

(南
化
幻
梅
本
有
謂
字
)
傳
置
之
舍

【南
化
】

【
狩
】

【瀧
】

[此
所
謂
探
虎
凵
者
也
] 

滝
五
、
三

〇
■
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
」
合
聚
-
葢
屋
無
謬

 
 
 
 
 

 

カ

-
-
-

●
言

(南
化
幻
梅

本
言
字
作
如

)
瓦
合
聚
而
葢
屋
無
協

本
協
字
作
謬
)
力

之
心
也

【南
化

】
【幻
】

【梅

】
【狩

】

[工
女
下
機
] 

滝
七
、
三

〇
耒
手
耕
曲
木

【
南
化

】
【幻

】
【梅

】
【狩

】
【瀧

】

[杜
大
行
之
道
] 
滝

七
、
七

〇
■
行
山
名
在
」
■
河
内
縣

●
大
行
山
名
在
懐
州
河
内
縣

【南

化
】
【幻

】

【梅
】
【
狩
】 【幻

】

【梅
】

0

野0
0
瀧

南
化
幻
梅

 

【巨清

】
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[汝
能
上
漢
軍
我
活
汝
我

將
古
.・汝
] 

滝

.
-
、
七

〇
一百
與
韓
信
通

【南

化
】

[
因
王
之

]

滝

一
二
、
八

〇
尉
他
音
徒
何

反
趙

他
眞
定

八
爲
龍
川
令
南

海
尉
任
器

死
使
佗
盡
行

南
海
尉
事
故

日
尉
他
後
自

立
爲
南
越
王

●
1
他
肯
徒
何

反
趙

他
眞
定

人
爲
龍
川
令
南

海
尉
任
囂

死
使
他
盡
行

南
海
尉
事
故

日
尉
他
後
自

立
爲
南
越
王

【
南
化
】
【幻

】
【梅

】
【
狩
】

【瀧

】

[
屈
彊
於

此
] 

滝

一
四
、
一
、

○
ー
強

1
 

 

 
 

 

 
 

 

 

不
ー
服
也

●
屈
強
謂

(南

化
幻
梅
本
無
謂
字

)
不
柔
服
也

【南
化
】
【幻
】

【梅
】

【狩

】
【
瀧
】

[未
始
有

也
] 

滝

一
四
、

一
〇

〇
剖
洋
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
有

開
闢
也

●
剖
判

(南
化
幻
梅
本
判
字
做
洋

)
有
開
闢
也

【南
化
】
【幻
】

【梅
】

【狩
】
【
瀧
】

[
一
歳
中
往
來
過
他
] 

滝

一
八
、

四

〇
言
餘
處
作
賓

客

冖
年
之
中
不
過
三
兩
ー
到
莫
數
見
不
鮮
潔
及
久
厭

我
也

●
一.一目餘
處
作
賓
客

一
年
之
中
不
過

...兩
過
到
莫
數
見
不
鮮
潔
及
久
厭

我
也

【南
化

】
【梅

】

[常
燕

居
深
念

] 
滝

一
九

、

○
■
家

不
安
故
故
靜
居
深
思
其
計
策

●
國
家
不
安
故

」
靜

居
深
思
其
計
策

【南
化

】
【
幻
】

【梅

】
【
狩
】

【
瀧
】

[食

三
萬

戸
侯

] 
滝

一
九

、
五

〇
陳
平

世
家

云
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
食
曲
逆

五
干
戸
後
攻
陳
稀

黥
布

凡
出
六
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

奇
計
益
邑
葢

一一一萬
戸

也●
陳
平
世
家

ー
(南

化
幻
梅
本
有

.ム
字

)
食
曲
逆

五
干
戸
後
攻
陳
稀

黥
布

凡
六
出

(南
化
幻
梅
本
出
字
移
在

凡
ド
)
奇
計
益
邑
葢

一一、萬
戸

也

【南

化
】
【幻

】
【梅

】
【狩
】

【瀧

】

[易
吾
一吾
] 

滝
二
〇
、

一

〇
言
絳
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
侯
與
生
常
戯

狎
輕
易
其

ぼ
也

●

-
絳

(南
化
幻
梅

本
絳
L
有

言
字

)
侯
與
生
常
戯

狎
輕
易
其

言
也

【南
化
】

【幻
】

【梅
】
【
狩
】
【瀧

】

[名
悩野
聴籍
…甘茜
] 

眦福
.
リ○
、 
Lハ

○
孟
康
云

ー
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
言
狼
藉
苺
盛

也
按
藉

一..口
公
卿
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假
藉
陸
生
名
聲
甚
敬

 
 
 

 
 

 
 
重
也

●
孟
康

云
猶

(南
化
幻
梅
本
無
猶
字
)
.肓
狼
薪
甚

盛
也

按
輩

.禹
公
卿

假
藉
陸
生
名
聲
甚
敬

(野
本
敬
字
作
驚
)
重
也

【南
化
】
【幻
】

【梅

】

【
狩
】
【
野
】

【瀧
】

[平
原
君
義
不
知
君
以
其
母
故
] 
滝

.
一.
一、
四

〇
按
上
文
以
辟
陽
侯
兪
不
臣
又
不
知
悟
原
君
而

陸
賈
誤
以
母
在
故
令

二
君
之
交
歡

●
按

ヒ
文
以
辟
陽
侯
行
不
正
又
不
知
平
原
君
而
陸

賈
誤
以
母
在

故
令

二
君
之
交
歡

【南
化
】

【梅
】

[
逎
求
見
孝
惠
幸
臣
閥
藉
孺
] 

滝
二
、一一.、

.

○
按
藉
字
後
人
妄
加
ー

●
按
藉
字
後
人
妄
加
也

【南
化
】
【幻

】
【梅
】

【狩

】
【瀧

】

巻

九
十

八
 
傅
斬
鯏
成
列
伝
第
一一.レ
八

[
賜
爵
卿
] 

泣偲
二
、
 
Lハ

○
賁
音
奔

【南
化
】

【梅
】

【狩
】
【
瀧
】

[賜
爵
通
徳
侯
] 

滝

一
.、 

O

O
通
徳
侯
未
詳

【南
化
】

【梅
】
【
狩
】
【瀧

】

[益

食
口巴
] 

滝
一.、、 
一
.

○
敖
倉

山
之
下
也

【南
化

】
【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[捕
虜

七
十
=
.人
] 

滝

四
、
八

〇
撃
秦

軍
於
南

亳
故

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 城

 
 

 
 

之
南

開
封
縣
之
東
北
也

●
撃
秦
軍
於
南
亳

ー

(南

化
梅
狩
本
有
故
字

)
縣

(南
化

梅
狩
本

縣

字
作

城
)
之
南

開
封
縣
之
東
北
也

【南
化
】

【梅
】

【狩
】

【瀧

】

※
水
沢
氏
に
よ
れ
ば
、
滝

川
本

の
み
が

「縣
之
南
」

に
作

り
、
他

の

諸

本
は

い
ず
れ
も

「故

城
之
南
」

に
作

る
。
金
本
も
同
じ
。
滝

川
氏

の
誤
り
と
考
え

ら
れ
る
。

[破

之
] 
滝

五
、
八

〇
按

言
別
之
河

内
疑
漢
書
誤
也

【南
化
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[殺

人
不
死
] 
滝

八
、

一
〇

〇
楚
漢
春
秋

云
L
令
殺
人

不
死
入
廷
不
趨
也

【南
化
】

【梅
】

【狩

】

【瀧

】

[
諡
爲
貞
侯

] 
滝
九

、
一
、

○
諡
爲

寧
尊
侯
尊

本
或
作
卓
漢
書
作
卓
侯

●

諡
爲

ー
尊
侯

ー

一
-
作
卓

ー
ー
1
-
」

[封
緤
子

届
代
侯

] 

滝
九
、

四
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○
案
表
云
 

 
 

 

 
 

 

 
 

應
爲
 

 

 
 

 

 
 

 鄲
侯

一
歳
卒
侯
居
代
而
文
不
説
者
以
 
 
 

 
 

 
 
 

 
年
少

ー
ー
1

●
案
表

ー
(南
化
梅
狩
本
有
云
字
)
應

-
(南
化
梅
本
有
爲
字
)
鄲
侯

一
歳
卒
侯

居
代
而
文

不
説
者
ー

(南
化
梅
本
有

以
字
)
年
少

鄲
音
多

【南
化
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[皆
高
爵
]

滝
九
、
七

〇
言
名
■
而
戸
數
多

-
 
 

 
 
 

 
 

 
 

爲
高
爵
也

●
言
名
卑
而
戸
數
多
者

(南
化
梅
狩
本
無
者
字
)
爲
高
爵
也

【南
化
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

巻
九
十
九
 
劉
敬
叔
孫
通
列
伝
第
=
一十
九

[齊
人
也
] 

滝

二
、

二

〇
本
姓
婁

ー
1
1
-
-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
祖
日
婁
者
劉

也
賜
姓
劉
氏

●
本
姓
婁
漢
書
作
婁
敬

(南
化
幻
梅
本
無
上
五
字
)
高
祖
日
婁
者
劉

也
賜
姓
劉
氏

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[虞
將
軍
欲
與
之
鮮
衣
] 

滝

二
、
六

〇
鮮
衣
鮮
潔
美
服

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[國
人
爭
隨
之
] 

滝
三
、

二

〇
杖
音
■
尚
反
篳
音
竹
委
反
杖
持
也
顏
師
古
日
篁
馬
策
也
謂
■
ー
也

云
杖
馬
笹
者
■
其
無
所

携
持
也

●
杖
音
直
尚
反
箜
音
竹

委
反
杖
持
也

顏
師
古

日
箜
馬
策

也
謂
柱

之
也

云
杖
馬
垂
者
以
其
無

所
携
持

也

(狩
瀧
本
無
顏

師
古

日
以
下
二
十
五

字
)

【南
化
】
【
幻
】
【梅

】
【
狩
】
【
瀧
】

[令
後
世
驕
奢
以
虐
民
也
] 

滝
四
、
四

〇
言
帝
王

阻
險
之

地
令
後

世
驕
奢

之
主
役
民

則
虐
苦

也

【
南
化
】

【
幻
】
【
梅
】
【狩

】
【瀧

】

[附
離
而
竝
事

天
子
] 
滝

四
、
五

〇
有
徳
則
離
散
之
民
歸
附
之

【
南
化
】
【
幻
】
【
梅
】
【狩

】
【
瀧
】

[數
苦
北
邊
] 
滝

八
、
三

〇
謂
能
引
弓
者
三
十
萬
人
也

【
南
化
】
【
幻
】
【
梅
】
【
狩
】
【
瀧
】

[使
劉
敬
往
結
和
親
約

] 

滝

九
、
七

〇
顏
一
■
日
於
外
庶

人
之
家

取
女
而
名
之
爲

公
主

●
顏
師
古

日
於
外

庶
人
之
家
取
女

而
名
之
爲
公
主

【南

化
】

【幻

】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[可
以
至
秦
中
] 

滝

一
〇
、

一

〇
白

羊
樓
煩
 
 

 
 
 

 
 
兩
胡
國
名
在

朔
方
之
南
靈
夏
勝
等
一二
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州
之
地
秦

ー
1
-
1
ー
 
 

 

 
 

 
 

 

 

ー
I
爲
朔
方
群
而

勝
州
河
東
嵜
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 嵐
州
亦
樓
煩
胡
地

 
 

 

也

●
白
羊
樓
煩

(梅
本
重
煩
字
)
兩
胡
國
名
在
朔
方
之
南
靈
夏
勝
等

二
.

州
之
地
秦
得
之
號
秦
新

(南
化
梅
本
秦
新
互
倒
)
中
漢
爲
朔
方
群
而

勝
州
河
東
口

(南
化
幻
梅
狩
本
作
寄
)
嵐
州
亦
樓
煩
胡
地

(梅
本
地

作
他
)
也

【南
化
】
【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[罪
死
無
赦
] 

滝

一
一
、
四

〇
案
將
謂
將
帶
群
衆
也

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【野
】

【瀧
】

[拜
爲
博
士
]

滝

一
二
、
一
一

〇
衣
單
複
具
■
■
襲
也

●
衣
單
複
具
爲

一
襲
也

【南
化
】

【幻
】

【梅
一

【狩
】

【瀧
】

[漢
王
方
蒙
矢
石
爭

天
下
] 

滝

「
三
、
四

〇
蒙
猶
被
也
冒
也

【南
化

】
【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[
習
之
月
餘
] 

滝

「
五
、
五

〇
於
野
外
鉚
縛
茅
竹
表
爲

 
 

 
 
 

 
 

 
 
纂
立
尊
卑
之
位
次

 
 

 
 
 
 
 
 
 

也
1
 

 
 
 
 
 
 

 
 
■
悦
反
又

f
茜

 
 

 
 
 
 
 

反
朝
會
冖束
茅
表
位
也
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
若

今
之
纉

」

●
於
野
外
帥
縛
茅
竹
表
爲

(南

化
幻
本
無
爲
字

)
纂
立
尊
卑

之
位
次

(狩
瀧

川
本
無
次
字
)
也
蘊

(南

化
梅
本
無
蘰
字

)
子
悦
反
又

子
丙

(梅
本

丙
作

丙
)
反
朝
會
束
茅
表
位

也

(幻
梅
瀧
本

無
上
七
字

)
若

今
之
纉
也

【南
化
】
【
幻
】
【梅

】
【狩

】
【瀧

】

※
金
本

で
は
、
「
於
野
外
師
縛
茅
竹

表
爲

纂
立
尊
卑

之
位
次
也
」

が

天

に
、

「
-
悦
反
又
子
茜
反
朝
會
束

茅
表
位
也
若
今

之
纉
」

が
地

に

書
入
れ
ら
れ

て
お
り
、
両
者

が
別

の
注
釈

で
あ

る
こ
と

が
看

取
さ
れ

る
。
南
化
本
も
同
様
。

[復
置
法
酒
] 

滝

一
七
、
四

〇
姚
察
云
諸
侯
羣
臣
於
奏
賀
禮
畢
皆
復
置
法
酒
及
侍
坐

殿
上
者

亦

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
皆
伏

而
抑
首
也

謂
之
法

酒
者

異
於

私
燕
之
酒
言
進
止
有
禮
法
也
古

人
飮

不
過
三
爵

君
臣
白
拜

終
日
宴
而

不
亂
也

●
姚
察
云
諸
侯
羣
臣
於

奏
賀
禮

畢
皆
復

置
法
酒

及
侍

坐
殿
上
者
云

(狩
瀧

本
無

云
字
而
梅
本
作
亦

)
皆
伏
而
抑
首
也

謂
之
法

酒
者
異
於

私
燕
之
酒
言
進
止
有
橙
法
也
古
人
飲
不
過
三
爵

君
臣
百
拜
終
日
宴
而

不
亂
也

【南
化
】

【幻
】
【
梅
】

【狩
】

【瀧
】

[皆
伏
抑
首
] 

滝

一
七
、
八

〇
畏
橙
法
不
敢
而
 
 
 
 
 

 
 
面
視
也
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●
畏
禮
法
不
敢
平

(梅
本
平
作
而
)
面
視
也

【
南
化
】

【幻
】

【梅
】

【
狩
】
【
瀧
】

[賜
金
五
百
斤

] 

滝
十
八
、
.
,

○
百
官

公
卿
表
云
叔
孫
通
高
祖
七
年
爲

奉
常
至

景
帝
中
六
年

I
l
」

復
爲
太

常
 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
按
云

太
常

以
修
史

時
言
也

●
百
官

公
卿
表

云
叔

孫
通
高
祖

七
年
爲
奉
常
至

景
帝

中
六
年
始

改
奉

常
爲
太

常

(南

化
幻
梅

狩
本
無

上
五
字

而
有
復
爲
太
常

四
字

)
按
云

太
常

以
修
史

時
言
也

【
南
化

】
【幻

】
【梅

】
【狩

】
【
瀧
】

[上
迺
遂
無

易
太

子
志
矣

] 

滝

一
九

、
六

〇
招
客

謂
四
皓
也

【南

化
】
【幻

】
【梅

】
【
狩
】

【瀧

】

[孝
惠
帝

爲
東
朝

長
樂
宮

] 

滝
二
〇
、
二

〇
孟
康

云
朝

太
后
於
長
樂
宮

【
南
化

】
【梅

】

[數
蹕
煩
人
] 
滝

二
〇
、
こ

○
樗
里
子
傳
云
漢
興
長
樂
宮
在

其
東
未

央
宮
在
其

西
武
庫

正
直

其
北

案

ー
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
在
故
水

 
 
 

 
 

 
 
 
長
安
城

中●
樗
里
子
傳

云
漢
興
長
樂
宮
在
其
東
未

央
宮
在

其
西

武
庫
正

直
其
北

案
土
ハ
(南

化
幻
梅
本
無
共
字

)
在
故
水

(狩
瀧

本
無
水

字
)
長
安
城

中

【南

化
】
【幻

】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[奈
何
令

後
世
子
孫
乘

宗
廟
道
上
行
哉
] 
滝

一
一〇

、
六

〇
服
虔

云
將
 

 
 

 
 

 

 
 

高
廟
中
衣
月
巳

以
游
於

-

 
 
 
 
 
 

 

廟
已
而
復
之
也
應
劭
云
月
旦
出
高
帝

衣
冠
備
法
駕

名
日
游

衣
冠
如

淳
云
高
祖
之
衣
冠
藏
在
宮
中
之
寢

三
月
出
游
其
道
正

値
今
之
所

ー
復

 

 

 

 

 

 

 

 道

下
故

-
乘

 
 
 

宗
廟
道

上
行
也

晉
灼

云
黄
圖
高
廟
在
長
安
城

門
街
東
寢
在
桂

宮
北
服

言
衣
藏

於
廟

中
如
言
宮

中
衣
冠
游
於
高
廟
毎
月

一
爲
之
漢
制

則
然
-

之
學
者

不
曉
其

意
謂
以
月
出

之
時
而

夜
游
衣

冠
失
之

遠
矣

●
服
虔

云
持

(南
化
梅

本
持
作

將
)
高
廟
中
衣

月
旦
以
游
於
衆

(南

化
梅
本
無
衆
字

)
廟

巳
而
復

之
也
應
劭

云
月
旦
出
高
帝
衣

冠
備
法
駕

名

日
游

衣
冠
如

淳
云
高
祖
之
衣
冠
藏
在

宮
中
之
寢

三
月
出
游
其
道
正

値
今
之
所
作
複

(南

化
梅
本
複

作
復

)
道

下
故

言
乘

(南
化
梅
本
無

乘
字

)
宗
廟
道

上
行

也
晉
灼
云
黄
圖
高

廟
在
長
安
城

門
街
東
寢
在
桂

宮
北
服

言
衣
藏

於
廟

中
如
言
宮
中
衣
冠
游
於
高
廟
毎
月

一
爲
之
漢
制

則
然

後
之
學
者

不
曉
其
意
謂
以

月
出
之
時

1
(南

化
梅

本
有
而
字

)

夜
游

衣
冠
失

之
遠
矣

【
南
化
】
【
幻
】
【
梅
】
【狩

】
【瀧
】

※
水
沢
氏

は

「
古
本
標
記
不
冠
正
義
日
■二
字
疑

非
正
義

注
文
」

と
述
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べ
て

い
る
。
金
本

の
注
文
に
も

「正
義
日
」

の
三
字
は
見

ら
れ
な

い
。

[願
陛
下
爲

原
廟
渭

北
衣
]
 
滝

二

一
、
三

〇
如
則
以
渭
北
屬

上
爲

原
廟
於
清
北
也

●

」
則
以
謂
北
屬
上
爲

原
廟
於
渭
北
也

【南
化
】

【梅
】

[大
孝
之
本
也
] 

滝
一
=

、
四

〇

-
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
括
地
志
云
高
廟
在
長
安
縣
西

北
十

一一.

里
渭
南
長
安
故
城
在
中
長
陵
在
渭
北
咸

陽
縣
東

三
十

里
按
更

-
リ

北

作

原
廟
則
衣
冠
毎

月
出
遊
高
廟

不
渡
渭
南

明
顔

説
是
也

●
按

(南
化
梅
狩
本
無
按
字
)
括
地
志
云
高
廟
在
長
安
縣
西
北
十
三

里
渭
南

長
安
故
城
在
中
長
陵
在
渭
北
咸
陽
縣
東
三
十
里
按
更
於
渭
北

爲

(南
化
幻
梅
本
爲
作
作

)
原
廟
則
衣
冠
毎
月
出
遊
高
廟
不
渡
渭
南

明
顔
説
是
也

【南
化

】
【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[可
獻
] 
滝

二

一
、
八

〇
禮
記

ー
1
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

云
仲
夏
之
月
リ
含
桃
先
薦

一
廟
鄭
玄
云
含
桃
今
謂
之
■
桃

●
禮
記
月
令

(梅
狩
瀧
本
無
月
令

二
字

)
云
仲
夏
之
月
以
含
桃
先
薦

寢
廟
鄭
玄
云
含
桃
今
謂
之
櫻
桃

【
南
化
】
【幻

】
【梅
】

【狩

】
【瀧

】

[道

固
委
蛇
] 

滝

二
二
、
七

○
委
紆
危
反
■
-
移
逶
池
一言
屈
リ
■
ー

●
委
紆
危
反
蛇
音
移
逶
造
言
屈
曲
順
從

【南

化
】

巻
百
 
季
布
欒
布
列
伝
第
四
十

【梅

】

[有
名

於
楚

] 
滝

二
、

.

○
侠

傳
正
義

日
傳
佚

世

【南
化
】

※
滝

川

.
水

沢
両
氏
未
発

見
の
佚
文
。
南
化
本

に
も
あ
り
。

[迹
且
至
臣
家
] 

滝
二
、
五

〇
謂
尋
其
蹤
跡
也

【
南
化
】
【梅

】

[置
廣
柳
車
中
] 

滝

.
目、
七

〇
褐
衣
麁
布
衣
 
 

 
 

 
 
 

 
也
劉
熙
注
孟

子
云
織

 
 

 
 
 

毛

爲
之
如
今
馬

衣
也
」

I
i
鄭
氏

云
作
大
柳
木
 

 

 
 

 
 

 

 

車
也
若
用
禮

喪
車
也
晉
灼
日
周

禮
翼
柳
柳
聚
也
衆
飾
之
所
聚
也
此
爲
載
以
喪
車
欲
人
不
知

-
鄲
展

云

皆
棺
飾
也
顏
師
古

」
 
 
 
 
 
 
 
同
也

●
褐
衣
麁
布
衣

(瀧
川
本
無
衣
字

)
也
劉
熙
注
孟
子
云
織

(南
化

梅

本
織
作
纖

)
毛

(狩
瀧
本
無
毛
字

)
爲
之
如
今
馬
衣
也
廣
柳
車
鄭

氏

日
作
大
柳

衣

(幻
梅
狩

本
衣
作
木

)
車
也
若
周
禮
喪
車
也
晉
灼

日
周

上345-



禮
翼
柳
柳
聚
也
衆
飾
之
所
聚
也
此
爲
載
以
喪
車
欲
人

不
知
也
鄲
展

日

皆
棺
飾
也
顏
師
古

日

(梅
本
無

日
字
)
同
也

(南
化
本
無
上
四
十
字
)

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

※
金
本

で
は
、

「褐

衣
麁
布

衣
也
劉
煕
注

孟
子
云
織
毛
爲

之
如
今
馬

衣
也
」
と

「鄭
氏
云
作
大
柳
木
車
也
若

用
禮
喪
車
也
晉
灼
日
周
禮
翼

柳
柳
聚
也
衆
飾
之
所
聚
也
此
爲

載
以
喪

車
欲
人
不
知
鄲
展
云
皆
棺
飾

也
顔
師
古
同
也

」
と

の
順
序

が
逆

で
、
「
鄭
氏

云

～
」

の
方

が
前

に

置
か
れ

て
い
る
。
更
に
、
両
佚
文

は
間
に
改
行

を
挟
ん
で
お
り
、
し

か
も
別

の
注
釈

が
挿
入
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ

の
二

つ
の
正
義
佚
文

は
本
来
別
の
も

の
で
あ

っ
た
可
能
性

が
想
定
さ

れ
る
。

[
項
氏
臣

可
盡
誅

邪
] 

滝
三

、
八

〇
布
爲

羽
將

而
追
窘
高

祖
是
布
之

職
耳
也

●

布
爲
羽
將

而
迫
窘
高

祖
是
布
之

職
耳

ー

【
南
化

】

【
幻
】

【
梅
】

【狩
】

【瀧

】

[見
罷
]
 
滝

五
、
五

〇
師
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
謂
諸
郡
國
 
 

 
 

 
 
 

 
朝
宿

之
舍
在
京
師
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
也

●
即

(南
化
幻
梅
本
無
即
字
)
謂
諸
郡
國

(瀧
川
本
無
國
字
)
朝
宿

之
舍
在
京
都

(南
化
幻
梅
狩
本
都
作
師
)
也

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[弟
畜
灌
夫
籍
福
之
屬
] 

滝
七
、
九

〇
以
兄
禮
事
袁
益
也

【南
化
】

【幻
】
【梅

】
【
狩
】
【瀧

】

[少
年
多

時
時
竊
籍
其
名
以
行
] 

滝

七
、

]
○

○
籍
如
字
言
少
年
多

暇
 

 
 
 

 
 

 
 
 
籍
季
心
賓
客
從
黨

之

名

以
行

也

●
籍
如

字
言
少
年
多
假

(南
化
梅
本
假
作
暇
)
籍
季
心
賓
客
從
黨
之

名

以
行
也

【南
化

】
【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[漢
王
遂
解
去
] 

滝

八
、
五

〇
兩
賢
高
祖
及

固
也

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[爲
酒
人
保

] 
滝
九
、

二

〇
-
可
保
信
而
■
■
 

 

 
 

 

 
 

 

 

也
方
言
云
保
傭
賤
稱

也●
言
可
保
信
而
傭
役

(南
化
幻
梅
本
役
作

賃
)
也
方
言
日
保
傭
賤
稱

也

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[爲
其
家
主
報
仇
] 

滝
九
、
四

〇
服
虔
云
爲
買
者
報
仇
也
按
臧

荼
賢
其
爲

主
執
仇

故
舉

爲
都
尉

●
服
虔
日
爲
買
者
報
仇

也
按
臧

荼
賢
其
爲
主
執
仇
故
擧
爲

都
尉

【南

化
】
【
幻
】

【梅

】

【狩
】
【
瀧
】
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[身
履
典
軍
搴
旗
者
數
矣
] 

滝

=

、
八

〇
搴
拔
也
按
 
 

 
 

 
 
 
數
履
軍
拔
取
旗
也
本
或
改
履
爲
婁

外

典
字
皆
非
也

●
搴
拔
也
按

(幻
本
無
按
字
)
數
履
軍
拔
取
旗
也
本
或
改
履
爲
婁

外

曲
字
皆
非
也

(瀧
川
本
無
上
二
十
字

)
【南
化
】

【幻
】
【
梅
】
【
狩
】

【
瀧
】

[非
能

勇
也

] 
滝

一
二
、
四

〇
慨

歎
也
或
作
概

謂
節
概

【南
化

】
【幻
】

【梅
】

【狩
】
【
瀧
】

巻

百

一 

袁

盍
鼇
錯

列
伝
第

四
十

一

[
盍
兄
噌
任

益
爲
中
郎

] 

滝

二
、

三

〇
百
官
公
卿
表
云
中
郎
秩
比
六
百
石
郎

」
 

 
 

 
 

 

 
 

比

三
百

石
按
師

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
保
其
中
郎
是
也

●
百
官
公
卿
表
云
中
郎
秩
比
六
百
石
郎
中

(幻
梅

本
無
上

五
字
)
比

三
百

石
按
任

(南
化
幻
梅
本
任
作
印
)
保
其
中
郎

是
也

(狩
瀧
本
無

是
字

)
【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[主
亡
與
亡
] 

滝

二
、

八

〇
主
人
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

在
時
與
共
治
在
時
事

人
主
雖

亡
其
法
度
 

 

 
 

 

 
 

存
當
奉
行
之
高
帝
誓
非
劉
氏

不
王
而

勃
等
聽
王
諸
呂
是
從
生
主
之
欲
不
與
亡
者
也

●
人
主

(南
化
幻
梅
狩
本
人
主
互
倒
)
在
時
與
共
治
在
時
事
人
主
雖

亡
其
法
度

(狩
瀧
本
無
度
字
)
存
當
奉
行

之
高
帝
誓
非
劉
氏
不
王
而

勃
等
聽
王
諸
呂
是
從
生
主
之
欲
不
與
亡
者
也

【南
化
】

【幻
】

【梅

】

【
狩
】

【瀧
】

[聞
上
輟
食
哭
甚
哀
]

滝
四
、
七

〇
聞
聞
於
天
子

【南
化
】

【幻
】
【梅

】
【狩
】

【瀧
】

[盍
入
頓
首
請
罪
] 

滝
四
、
七

〇
」

」
ー

1
自
 

 

 

 

 

 

 
責

 

 

 

 

 

 

以

 

 
 
 
 
 

不
強
諌
也

●
頓

首
請

罪
自

(南
化
本
自
作
對

)
責

(幻
本
責
做
贊
)
以

(南
化

梅
本
無

以
字

)
不
強
諌
也

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[坐

不
垂
堂

] 

滝

七
、

一

〇
乘

堂
簷

下
也
恐
尾
落

■
人
言
富
人
子
自
愛
階
也

●
乘
堂
簷

下
也
恐
尾
落

中
人
言
富
人
子
自
愛
惜
也

【南
化
】

【梅
】

[馳

下
峻

山
] 
滝

七
、
五

〇
按

鯡
」
 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
音
芳
菲
反
駢
驂

馬
也

鯡
鯡
行

不
正
貌
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●
」
」
鯡

(南

化
幻
梅

本
無
鯡
字

而
有
按

鯡
二
字
)
音

芳
菲
反
鯡
驂

馬
也
鯡
腓
行
不
正
貌

(瀧
本
無
上
六
字
)
【南
化
】

【幻
】
【梅
】

【狩
】

【
瀧
】

[毋
苛
]

滝

八
、
九

〇
1
ー

⊥
言
無

 
 

 

 
 

 

 
 苛

細
勾
當

也
外
本
多
作
何
漢
書

亦
作
何
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 言
無

何
猶
何
説
王
也

●
苛
音

何
言
無

(狩
瀧
本
無
無

字
)
苛

細
勾
當

也
外
本
多
作
何

-
1

-
1
1
(南

化
本
有
漢
書
亦
作
何

五
字
)
言
無
何

猶
何
説

王
也

(狩

瀧
本
無
上
十
三
字
)

【南
化
】
【
幻
】
【
梅
】
【
狩
】

【瀧
】

[遷
爲
隊
率
] 

滝
九
、
九

〇
所
類
反
如
淳
日
隊
帥
軍
中
小
官

【南
化
】
【
梅
】

[乃
不
知
將
軍
幸
教
] 

滝

一
〇
、
五

〇
鄙
野
謂
邊
邑
野
外
之
人
也

【
南
化
】

【幻
】
【
梅
】

【狩
】

【瀧
】

[宜
知
計
謀
] 

滝

一
一
、

一

〇
按
百
官
表
御
史
大
夫
有
 

 

 
 

 
 

 
兩
丞
及
御
史
員
十

五
人

而
 

 
 

 

 
 

 
 

 

丞
無
史
葢
史
是
御
史
如
誤

1

●
按
百
官
表
御
史
大
夫
有

(幻
本
無
有
字
)
兩
丞
及
御
史
員
十

五
人

兩

(南
化
梅

本
兩
作

而
)

.基
無
史
葢
史

是
御
史

如
誤
也

【南

化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[治
之
有
絶

] 

滝

.
一
、
四

〇
按
未
發
治
之

乃
有
所

絶

【南
化

】
【幻
】

【梅

】
【狩

】
【瀧
】

[
以
錯
故
] 

滝

=

、

一
〇

〇
謂
錯
削
諸
侯
也

【南

化
】
【幻

】
【梅
】

【狩

】
【瀧
】

[從
史
適
爲
守

盡
校
尉

司
] 

滝

…
一
.、
九

〇
從
史
爲
守

盍
校
尉
之

司
馬
也

【南
化

】
【幻

】
【梅
】

【狩
】

【瀧

】

[乃
悉

以
其

装
齎

置
二
石
醇
醪
] 
滝

一
一
;
 
一
〇

〇
醪
音
牢

醪
汁
今

之
酒

【
南
化

】
【幻

】
【梅

】
【狩

一
【瀧

】

[a
緩
急

人
所
有

] 

滝

.
四
、
瓦

○
凡

一門
 

 

 
 

 

 
 

 
 

人
世
之
中
不
能

無
緩

急

ー
事

●
凡

ー
(南
化
幻

梅
本
有
二一汚
字

)
人
世
之
中
不
能
無
緩

急
之
變

(南

化
幻
梅

本
變
作
事

)
【
南
化
】
【
幻
】
【
梅
】
【狩

】
【
瀧
】

[不
以
親

爲
解
] 
滝

一
四
、
六

Q

三冂
人
有
急
叩
門
被
呼

則
依
 
 
 

 
 

 
 
父
母
爲

 

 
 

 
 
 

解
免
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

也

●
言
人
有
急
叩
門
被
呼
則
依

(梅
本
無
依
字
)
父
母
自

(南
化
幻
梅

狩
本
自
作
爲
)
解
説

(南
化
幻
梅
狩
本
説
作
免
)
也

【
南
化
】

【幻
】

【梅
】
【
狩
】

【瀧
】

[不
以
存
亡
爲
辭
] 

滝

.
四
、
七

348一



○
存

謂
辭

有
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
事

故
也
亡

謂
出
不
在
家

也

●

存
謂
辭

以

(
南
化
幻

梅
本
以
作

有

)
事

故
也

亡
謂
出

不
在

家
也

【南
化

】
【幻

】
【梅

】
【狩

】
【
瀧
】

[獨
季
心
劇

孟
耳

] 
滝

一
四
、
九

〇

言
二
子
救

人
之
急
如

父
母
耳
文
穎

日
心
季
布
弟
也

【南
化
】

【幻
一

【梅

】

【狩
】
【
瀧
一

※
水

沢
氏
は

「按

據
南
化

本
標

記
則
文
穎

日
以

下
八
字
提
行
疑
非
正

義
佚
文
」

と
述

べ
て

い
る
が
、
金
本

で
は

「文
穎

日
」
以

下
の
注
文

は
、
改

行
さ
れ
る
こ
と
な
く

「言

二
子
救

人
之
急
如

父
母
耳
」

に
続

け
て
書

き
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
金
本

に
は
朱

に
よ

つ
て
標

点

が
打

た
れ
て
お
り
、
こ

の
前
後

が
別

の
注
釈

で
あ

る
旨

が
明
示
さ

れ
て

い
る
。

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

立屯
一
⊥ハ
、 
一
〇

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

【梅

】

[詔
以
爲

太
子
舍

人
門
大
夫
家
令
]

○
太
子
漢
書
作

天
子
也

【南
化

】

[莫

敢
難
]

滝

一
八
、
九

〇
集

ー

 
 
 
 

高
諺
云
雜
集

也

●
集
本

雜

二
字
)
高
誘

云
襍
集
也

作
襍
音
雜

(南
化
幻
梅
狩
本
無
本
字

)
作
襍

音
雜

(南
化
狩

瀧
本
無
音

 
 
 
 

 
 
 
【南

化
一
【
幻
】
【梅

】
【狩

】
【
瀧
】

[謁
見
上
] 

滝

一
九
、

一
〇

〇
百
官
表
云
郎
中
令
屬
官
有
謁
者
秩
比
六
百
石
謁
者
有
僕

射
秩
比
千

石

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[引
義
伉
慨
] 

滝

二

一
、
三

●
傳
會
上
音
附
言
善
爲
附
近
而
會
時
也

-
ー
ー
1
ー

○
傳
會

ヒ
音
附

.一.凵善
爲
附
近
而
會
時
也
張
晏

日
因
宜

(幻
本
無
宜
字
)

附
著
合
會
也

(梅
本
無
張
晏

以
下
L「
字
)
【南
化
】

【幻
】
【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[説
難
行
哉
] 

滝
一
匚

、
六

〇
謂
殺
晁
錯

【南
化
】

【梅
】

巻
百

一 

張
釋
之
.馮
唐
列
伝
第
四
十

一

[令
今
可
施
行
也
] 

滝
一一一、
八

〇
卑
之
謂
リ
■
 
 
 
 

 
 
 
一
事
令
リ

行
者
也

●
卑
之
謂
依
附

(幻
本
無
附
字
)
時
事
令
可

行
者
也

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

施

(南
化
本
可
作
耳

)
施

一349一



[上
間
ヒ
林
尉
諸
禽
獸
簿
]
 
滝

四
、
二

〇
上
林
尉
屬

1
 
 
 

 
 

 
 
 
水

-

 
 
 
 

 
 

也

●
上
林
尉
屬
丞

(幻
梅
本
無
丞
字

)
水
衡

(狩
瀧

川
本
無
水
衡

二
字

梅
本
無
衡
字
)
也

【南
化
】

【幻

】
【梅
】

【狩
】

【瀧

】

[陛
下
何
以
加
其
法
乎
] 

滝

冖
○

、

一

〇
按
釋
之
言
盗
長
陵

二
掬
土
與
盗
環
罪
等
用
以
比
之
令
帝
詳
審
一
」

-
下
何
以
加
其
ー
リ
■
 

 
 
 

 
 

 
 
張
晏
云

不
-
■
言
故

」

取

」
 
 
 
 

 
 
 
譬
■
■
ー
鄙

不
解
義

理
之
甚
裴
氏
引
之
重
爲

錯
也

●
按
釋
之
言
盜
長
陵

一
掬
土
與
盗
環
罪
等
用
以
比
之
令
帝
詳
審
故
云

陛
下
何
以
加
其
法
乎
故

(狩
瀧
本
無
故
字
)
張
晏
云
不
欲
指
言
故
以

取
土

(梅
本
無
土
字
)
譬

一
何
疎
鄙
不
解
義
理
之
甚
裴
氏
引
之
重
爲

錯
也

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

巻
百
三
 

万
石
張
叔
列
伝
第
四
十
一一.

[對
案
不
食
] 

滝
四
、

二

〇
案
謂
盤
案

【南
化
】

【幻
】
【梅

】

【狩

】

【瀧

】

[以
爲
常
]

滝
五
、
七

〇
愉
音
投
 

 
 
 

 
 

 
 
中
裙
謂
中
衣
今
之
棍

 
 
 
 

 

也
晉
灼
云
今
世
謂
反
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

閉

 
 
 
 

 
 
 
 

小
袖
衫
爲
侯
膾
比
最
廁
近
身
之
衣
也
顏

師
古

云

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

親
謂
父
也
君
衣

 
 
 
 

 
 
 
 

若
今
言
中
衣
也
廁
愉
近
身

之
小
衫
若
今

汗
衫
也

晉
顏
之
説
是
也
他
並
非
故
不
抄

●
輸
音
投

(野
本
無
ヒ
三
字
)
中
裙
謂
中
衣
今

之
裙

(南
化
幻
梅
狩

本
裙

作
棍
)

也
晉
灼
云
今

世
謂
半

(南

化
幻
梅

狩
本
半
作

反
)
閉

(幻
狩
本

閉
作

閑
)
小
袖
衫
爲

侯
愉
比
最
廁
近
身

之
衣
也
顏
師
古

云

(南
化
幻

本
無

古
云

二
字
而
梅
本

無
云
字
)
親

謂
父
也
中
裙

(梅
本

中
裙
二
字
作
君
衣
)

若
今
言
中
衣
也
廁
愉
近
身
之
小
衫
若
今
汗
衫
也

」
」
」
」
」
ー
」

」
ー
ー
ー
ー

(野
本
無
晉
灼
以

下
五
十
字
)

【南

化
】

【幻
】
【
梅
】
【
狩
】
【
野
】
【
瀧
】

※

「
晉
顏
之
説
是
也
他
並
非
故

不
抄
」

の
部

分
は
、
金

本
で
は
こ
れ

以
前

の
注
文

に
、
改
行

を
挟

ま
ず
直
接

繋
げ
て
書
き

入
れ
ら
れ
て

い

る
。
南
化
本
も
同
様

。

[事
不
關
決
於
丞
相
] 
滝

八
、
八

〇
倪
寛
千
」
一
也
治
尚
書
■

ー
」
 

 
 

 

 
 

 
 

 

孔
安
國

上350上



.
無
資
用
常
爲
弟
子
都
養
時
行
賃
作
■
經
而
鋤
射

策
補
掌
故
歴
位
左
内
史
御
史
大
夫
而
卒

●
倪
寛
千
乘

人
也
治
尚
書
受
業
於

(南
化
幻
梅
本
無

於
字
)
孔
安
國

貧
無
資
用
常
爲
弟

子
都
養
時
行
賃
作
帶
經
而

鋤
射

(梅
本
無
射
字
)

 
策
補
掌
故
歴
位
左
内
史
御
史
大
夫
而
卒

【南

化
】
【
幻
】

【梅
】

【狩
】

 
【瀧

】

[醇
謹
無
他
] 

滝

一
一
、
三

 
〇
唯
醇
而
已
■
.
伎
能
也

 
●
性
醇

謹
ー
無
他
伎
能
也

(南
化
幻
梅
狩
本
此
八
字
作
唯
醇
而
已
無

 
他
伎
能
八
字
)

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[不
與
他
將
爭
] 

滝

一
二
、
五

 
〇
蒙
謂
覆
蔽

1

 
●
蒙
謂
覆
蔽
之

(南
化
幻
梅
本
無
之
字
)

【南
化
】
【幻
】

【梅
】
【狩

】

 

【瀧
】

巻
百

四
 
田
叔
列
伝
第

四
十

四

[無
傷
也
] 

滝
九
、
八

 
〇
説
文
云
傷
憂

 
●
説
文

」
傷
憂

【
南
化
】
【
幻
】
【
梅
】

【狩
】

【瀧
】

巻
百
五
 
扁
鵲
倉
公
列
伝
第
四
十
五

[當
知
物
矣
] 

滝
三
、
六

 

〇
謂
以
器
物
高
承
天
露

之
水

飮
藥
也

【南
化

】

【幻
】

【梅

】

 

【塵
[先
生
得
無
誕
之
乎
何
以
言
太
子
可
生
也
] 

滝

八
、
八

 

〇
誕
欺
也

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[偏
國
寡

臣
幸
甚
] 

滝

一
二
、

一
〇

 

〇
幸

而
舉
之

謂
活
太
子
也

【南
化
】

【幻

】
【梅

】
【
狩
】
【
瀧
】

[酪
川
王
美
人
懷

子
而

不
乳
] 

滝

四
〇
、

一
〇

 

〇
人
及
鳥
生

子
日
乳
獸

日
産

 

●
人
及
鳥
生
子
日
乳
乳
日
産

【南
化

】

 

※

「乳
日
産

」
は
、
南
化
本
も

「獸

日
産
」

に
作
る
。

[嗇
而
不
屬
] 
滝

四
五
、
五

 

〇
嗇
音
色
不
滑
也

【南
化
】

【幻
】

【梅
】
【
狩
】

【瀧
】

[則
邪
氣
辟
矣
] 

滝
五
〇
、

二

 

〇
辟
言

 
 
 

 
 

 
 
 

 
辟
除

【狩

】
惡
氣

一351一



 

 
 
 
 
 

也
劉
伯
莊

云
辟
猶

聚
也
恐

非
其
理
也

●
辟

言

(幻

本
無

上

二
字
)

辟

」

(南

化
本

辟

下
有
除
字

)

悪
風

(梅
本
風
作
氣
)
也
劉
伯
莊
云
辟
楢
聚
也
恐
非
其
理
也

【南
化
】
【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[誠
恐
吏
以
除
拘
臣
意
也
] 

滝

五
四
、

五

〇
恐
除
 

 
 

 

 
 

 
 

爲
吏
拗
 

 
 

 

 
 

 
撃
之

 

 
 
 
 
 
 

時
諸
侯
得
自
拜
除
官
吏
也

●
恐

1
(幻
梅
狩

本
有
除
字

)
爲
吏
拘

(梅

本
拘
作
拗
)
撃

之

(南

化
幻

本
之
作

也
)
時
諸
侯
得
自
拜
除
官
吏
也

【南
化
】

【幻
】
【梅

】

【狩
】

【瀧

】

[
五
診

] 
滝

五
九

、
五

〇

五
診
謂
診

五
臟
之
脈

【南

化
】
【幻

】

【梅
】
【
狩
】

巻
百
六
 
呉
王
潯
列
伝
第

四
卜

⊥ハ

[聽
讒
賊
]

滝

一
〇
、

五

〇

ー
ー
1
⊥
言
被
邪
臣
裝
飾

●
飾
於
邪
臣
言
被
邪
臣
装
飾

【南
化

】

[猶
懼
不
見
釋
] 

滝

一
〇

、

冖
○

【幻

】

【梅

】

【狩

】

【瀧

】

○
脅
歛
也
竦
-
-
■
重
足
也

●
脅
歛
也
竦
體
也
累
重
足
也

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】
【
瀧
】

[安
得

不
戴
] 

滝

コ

、
八

〇
瞿
音
句

【南
化
】

【幻
】
【
梅
】
【
狩
】
【
瀧
】

[而
愁
勞
聖
人
之
所
以
起
也
] 
滝

一
二
、

一

〇
孔
文
 
 

 
 

 
 
 
祥
云
案

唯
 
 
 

 
 

 
 
愁
勞

則
有

聖

人
也

●
孔
文

(梅
本
文
作

父
)
祥

日
按
唯

(瀧
本
無
唯
字

)
愁
勞
則
有

聖

人
也

【南

化
】
【幻

】
【梅

】
【瀧

】

[彷
祥

天
下
] 
滝

冖
.
一、
三

〇
彷

佯
 
 

 

 
 

 

 猶
依
倚
也
漢
書
作
方
洋

師
古

日
方
洋

 
 
 

 
 

 
 
 
猶
嬲
翔
也

●
彷
祥

(梅
本
祥
作
佯
)
猶
依
倚
也
漢
再
作
方
洋

(幻
本
洋
作
佯
)

師
古

日
方
洋

(幻
本
洋
作

祥
)

猶
糊
翔
也

【南
化

】

【幻

】

【梅

】

【狩
】

【瀧
】

[遂
發
兵
西
]
 
滝

=
二
、
七

〇
言
膠
西
同
リ
王
先
起
兵

●
言
膠
西
同
呉
王
先
起
兵

【南
化
】

【幻
】

【梅
】
【
狩
】

【瀧
】

[欲

一
有
所
出
之
久
矣
] 

滝

一
六
、
九
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○

ー

師
古
日
-
發
兵
集
義

 
 

謂
泄
出
其
怨
意

●
出

(南
化
本
無
出
字
)
師
古
日
謂
發
兵
集
義

(南
化
瀧
本
無
上
八

字
)
謂
泄
出
其
怨
意

【南
化
】

【梅
】

【瀧
】

※
水

沢
氏
は

「
按
南
化
梅
本
不
冠
正
義

日
三
字
疑
非
泥
義
佚
文
」
と

述
べ
る
。
金
本

の
注
文

に
も

「
正
義
日
」
は
冠

さ
れ

て
い
な

い
。

[須
以
從
事
]
 
滝

二
八
、
七

〇
待

王
定
計

以
行
之

●
待
王
定
計

以
行
事

(南
化
幻
梅

狩
本
事

作
之

)

【南

化
】

【
幻
】

【梅

】
【狩
】

【瀧
】

巻
百
七
 
魏
其
武
安
侯
列
伝
第
四
卜
七

[難
以
爲
相
持
重
] 
滝
五
、
七

〇
易
以
リ
反
言
自
多
簡
易
之
行
也
前
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
如
竇
嬰
賢
而
張
晏
■

行
未
 
 
 
 
 
 
 
知
甚
矣

●
易
以
鼓
反
言
自
多
簡
易
之
行
也
前
云

(南
化
本
無
云
字
)

化
幻
梅
本
毋
作
無
)
如
竇
嬰
賢
而
張
晏
云

(幻
本
云
作
之
)

無輕
易
之

輕 毋
易_
之 南

行
未

(幻
本
未
作
本

)
知
甚
矣

【南

化
】
【
幻
】
【梅

】
【狩

】
【瀧
】

[朗竿
盤
子
皿
諸
圭
日
] 
泣苑
⊥ハ
、 
r皿

○
晉

灼
日
按

藝
文
志
孟

説
是
也

【南

化
】
【
幻
】
【梅

】
【狩

M
【瀧

】

[故
徙
夫
爲
淮

陽
太
守

] 
滝

一
三
、
八

〇
言
淮

陽
天
下
交
會
處

而
兵
-
勁

●
言
淮
陽
天
下
交
會
處
而
兵
又
勁

【南
化
】
【幻
】

【梅
】
【狩
】

【瀧
】

[將
軍
日
】口
H蚤
{臨
] 

滝

目
亠ハ
、 
}

○
解
紀
買
反
謂
辭
之
也

【南

化
】
【
幻
】
【梅

】
【
狩
】
【瀧

】

[受
淮
南
王
金

與
語
言
] 

滝

一
八
、
一-冖

○
姦

利
爲
姦

悪
而
求

利

【南
化

】
【
幻
】
【梅

】
【狩

】
【瀧

】

[餘
半
膝
席
] 
滝

一
八
、
九

〇
蘇

説
是
也

【南
化

】
【
幻
】
【梅

】
【
狩
】
【瀧

】

[屬
之
] 
滝

一
九
、
二

〇
屬
音

燭
屬

付
也
重

付
合
盡

【南

化
】
【梅

】

[仲
孺
獨
不
爲

李
將
軍
地
乎
]

滝

一
一〇
、

一

〇
按

地
猶
材

地
云
 

 

 
 

 

 
 

 

 

人
有
材
能
若
廣

材
地
故

云
材
地

一
.人
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
倶
東
西
宮
毀
程

 
 
 
 
 
 

 

能

不
損
李
將
軍
之
 

 
 

 
 

 

 
 

材
地
也

●
按
地
猶
材
地

二

(南
化
幻
梅
本
二
作
云
)
人
有
材
能
若

廢
材
地
故
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[而
欲
有
大
功
] 

滝

一
主
一

六

〇
按
大
功
謂
爲
天
子
也

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

[侵
犯
骨
肉
] 

滝

二
一一一、
一=

○
凌
轢
謂
蹈
践
之

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[欺
謾
] 

滝

.

.五
、
九

〇

1
」
以
文
簿
責
問
之

●
簿
責
以
文
簿
責
問
之

【
南
化
】

【幻
】
【
梅
】

【狩
】

○
以
不
對
簿
爲

【南
化
】

【幻
】
【
梅
一
【
狩
】

[欲
死
] 

滝
二
六
、

一
〇

〇
字
作
痒
風
病
小
腫
也
又
音
蒲
罪
反
瘠

●

-
-
痔
風
病
小
腫
也
又
鼠口
蒲
罪
反
瘠

【
南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】
【
瀧
】

云
材

地

一
.
人

(幻

狩
瀧
本
無

有
材

以
下
レ

三
字
)

倶
東
西

宮
毀
程

(幻

本

程
作
稚

)

能
不

損
李
將

軍
之

(
狩
瀧

本
無
之

字

)
材

地
也

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

[撃
居
室
]

滝

二
〇
、
九

〇
居
室
署
名
也
官
屬
名
武
帝
改
爲

日
保
宮

●
居
室
署
名
也
官
屬
名
武
帝
改
爲

-
保
宮

(狩
本
無
武
帝
以
下
六
字
)

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧

】

【瀧

】

(南
化
幻
梅
本
瘠
作
痩
)
也 也

巻
百
八
 
韓
長
孺
列
伝
第
四
十
八

[橈
明
法
] 
滝

七
、

○
橈
曲
也

【
南
化
】
【
幻

】

【
謙

】

【
野

】

【
瀧

】

巻
百
十
 
 
衛
将
軍
驃
騎
列
伝
第

五
十

一

[傅
校
獲
王
] 

滝

一
〇

、

一
〇

〇
校
者
營
壘

■
■

■
ー
軍
之

元
」
リ

■
-
リ

●
校
者
營
壘

之
稱
故

謂
軍
之

二
部
謂

.
校
也

【南
化

】
【幻
】

【梅
】

【
狩
】
【瀧

】

[L八
將
軍
妹

霍
去
病
]
 
泣偲
一
四
、 
Lハ

○
徐

廣
云
妹
印
少
兒

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

※
金
本

で
は

「徐
廣

云
妹
師
少
兒
」

の
後
に
、

「漢
書

云
其
父
霍
ー

孺
先

與
少
兒
私
通
去
病
及
衛
皇
后
尊
少
兒
更
爲

■
事
陳
掌
妻
也
」
と

い
う

一
文

が
、
改
行
を
挟
ま
ず
直
接
続

い
て
い
る
0
南
化
本
も
同
様

で
あ
る
。

[爲

剽
姚
校
尉

] 

滝

.
四
、
八

〇
票
姚
勁
疾

之
貌
荀
悦
漢
紀
作
票
鷂
字
去
病
後
爲
票
騎
將
軍
尚
取
票
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姚
之

一
字
今
讀
飄
遙

-
 
 

 

 
 

 
 

 

則
不
當
其
義
也

●
票
姚
勁

疾
之
貌
苟
悦
漢
紀
作
票
鷂
字
去
病
後
爲
票
騎
將

軍
尚
取
票

姚
之

一
字
今
讀
飄
遙
音

(南
化
幻
梅
本
無
音
)
則

不
當
其
義
也

【南

化
】

【幻
】
【梅

】
【狩
】

【瀧
】

[斬
單
于
大
父
行
籍
若
侯
産
] 

滝

一
五
、

四

〇
大
父
行
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

胡
郎
反

-
胡
浪

 
 

 
 
 

反
謂
祖
父
行

流

●

ー
ー
行

(南

化
幻
梅
本
行
ヒ
有
大

父
)
胡
郎
反

又
胡
浪

(南

化
幻

本
浪
作
郎
)
反
謂
祖
父
行

流

【南
化
】

【幻

】
【梅

】
【
瀧
】

[及
相
國
都
尉
] 
滝

一
七
、

二
〇

〇
金
甲
即
鐵
甲
也
能
誅
斬

也

【南

化
】
【幻

】
【梅

】
【
狩
】
【
瀧
】

[皆
爲
大
司
馬
] 

滝
一.一〇
、
四

〇
位
字
屬
下
句
 

 
 

 

 
 

 

 

以
位
字

冠
大
將
軍
驃

 
 

 

騎
者
明

二
將
軍
皆
兼
大
司
馬
以
 

 
 

 
 
 

 
 
其
功
等

百
官
表

云
元
狩

四
年
初
置
大
司
馬
冠
冠
軍
將
軍
 
 

 
 
 

 
之
號

 

顏
師
占

云
冠
者
加
於
其
上
爲
共
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
一
官
也

●
位
字
屬
下
讀

(南
化
幻
本
讀
作
句
)
以
位
字
冠
大
將
軍
驃

(幻
本

無
驃
)
騎
者

明
二
將
軍
皆
兼
大
司
馬
以

(梅
本
以
「
有
重
)
共
功
等

百
官
表
云
一兀
狩
四
年
初
置
大
司
馬

ー
冠
軍
將
軍

(幻
本
無
軍
)
之
號

 
顏
師
古

云
冠
者
加
於

其
上
爲

大

(南

化
幻

梅
本
大

作
共
) 

一
官
也

 

【南
化
】

【幻
】
【梅

】
【狩
】

【瀧
】

巻
百
十

二
 

平
津
公
主
父
列
伝
第

五
十
一
一

[
天
}
擢
弘
對
爲
第

二
 

滝

四
、
目一、

 
○
其
策
在
漢
書
弘
傳
此

一
節
今
在

縁
飾
字
上
也

【南
化
】

【梅
】

巻

百
古

三
 
南
越
列
伝
第
五
十
三

[組
ハ中
國
仏件
]
 
滝
⊥
ハ
、 
一

 

〇
纛
音
導

又
音
」
薜
綜

 
 

 

 
 

 
云
纛

 

■
■
 

 
 

 

 
 

 」
尾
置
爲
頭
ヒ
也

 

●
纛
音
導

又
音
獨
薜
口

(南
化
本
綜
)
云
纛

(南
化
梅
本
纛
作
蠢

)

 

以
旄

(幻
本
旄
作
旌

)
牛
尾

置
馬
頭

上
也

【南

化
】

【
幻
】

【梅

】

 

【狩
】
【
瀧
】

[立
明
王
長
男
越
妻

子
術

陽
侯
建
徳
爲
王
] 

滝

一
四
、
二

 

〇
術
陽
侯
漢
所
封
也

 

●
術
陽
侯
漢
所
封
1

【
南
化
】
【幻

】
【梅

】
【
狩
】
【瀧

】
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[今
呂
嘉
建
徳
等
反
] 
滝

.
五
、
冖一、

O
謂
識
密
之
臣
事
見
春
秋

【
梅
】

巻
百
十
五
 
朝

鮮
列
伝

第
五
レ
五

[都
王
險
] 
滝

...、
五

〇
元臣
璞
ー
主

險
 
 
 
 
 
 
 

 
 
在
樂
浪
郡
也

●
臣
瑣
日
主

險

(南

化
險
ド
有

城
字

)
在
樂
浪
郡
也

【
南
化
】
【幻

】

【梅

】
【
謙
】
【
狩
】
【
瀧
】

[又
擁
閼
不
通
] 
滝

四
、
一一元

○
後

漢
書
朝

鮮
有
三
韓

一
日
馬
韓
二
日
辰
韓
三
日
弁

韓
魏
古心
云
韓
有

帶
方

閏
 

 
 

 

 
 

 
 

 

東
西
以
海
爲

 
 
限
南
與

」
接
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 方

叮
四
千
里
馬
韓

在
西
辰

韓
在

中
弁

韓
在
東

括
地

志
日
新

羅
百
濟
在

西
馬

韓
之
地
雜

 
 
 
 
 
 
 

 
 
羅
在

東
辰
韓
弁
韓
之
地
也

●
後
漢
書
朝

鮮
有
一一一韓

一
日
一馬
韓
一
.日
辰
韓

一二日
弁

韓
魏
志
云
韓
有

帶
方
國

(南

化
幻
梅
本
國
作

閨
)
東
西
以
海

ー

(南
化
梅
本
海

ド
有

爲
)
限
南
與
倭
接

(南
化
幻
梅
倭
接

一
一字
作
揺
)
方

叮
四
千
里
馬
韓

在
西

辰
韓
在

中
弁
韓
在

東
括
地

志
日
新

羅
百
濟

在
西
馬

韓
之
地

雜

(
南
化
梅

本
雜
作
新

)
羅
在

東
辰
韓

弁
韓
之
地
也

【南
化

】

【幻

】

【梅

】
【狩
】

【瀧

】

※
水

沢
氏

は

「古
本
標

記
魏
志

云
括

地
志

日
竝
提
行
疑
非
正
義
」
と

述
べ
て

い
る
が
、
金
本
も
諸
本

と
同
様

に
、

「魏
志

云
～
」

「括
地
古
心

日
～
」

の
前

で
行

が
改

め
ら
れ
て

い
る
。
水
沢
氏

の
説
を
是
と
す

べ

き

で
あ

ろ
う

。

[使
濟
南
太
守
公
孫
遂
往
征
之
有
便
宜
得

以
從
事
] 

滝
し
、
七

〇
征
之
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

漢
書
作
一止
之

是●
征

1
(南
化
幻
梅
謙

本
有
之
字
而

ド
爲
字
作
之
字

)
漢
書
作

正
爲

是

【南
化
】

【幻

】
【梅

】
【謙
】

【狩

】
【瀧
】

[
K
又
不
肯
降

] 

滝

八
、
五

〇
巳

ヒ
至
路
人

凡
四
人

【南
化

】
【幻

】
【梅
】

【狩

】
【野
】

【瀧
】

※
水

沢
氏

は

「按
南
化
梅
本
標

記
亦
有

此
注
漢
書
音
義
日
凡
四
人
古

字
」

と
述

べ
る
。
金

本

で
も

、
「
此
注
漢
書
音
義

H
凡
四
人
」

と

い

う
注
文
が
、

「
已
上
至
路
人
凡

四
人
」

の
後

に
改
行

を
挟

む

こ
と
な

く
直
接

続

い
て
お
り

、
こ
の
部
分
も

正
義
佚
文

で
あ

る
叮
能
性

が
想

定
さ
れ
る
。
な
お
、
南

化
本

で
は

「
此
注
」
以

ド
は
朱

で
書
き
入

れ

ら
れ
て

い
る
が
、
金
本

で
は
黒
墨
で
書

か
れ
て

い
る
。
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三

、

『史
記
正
義
』
佚
文
校
訂
に
お
け
る
斯
道
文
庫
蔵

『史
記
題
評
』
本
の
価
値
に
つ
い
て

 
以
ヒ
、
巻

九
十

.

「黥
布
列
伝
」
か
ら
巻
百
古
五

「朝
鮮
列
伝
」
ま

で

に
わ
た

っ
て
、
斯
道
文
庫
蔵

『
史
記
題
評
』
書
入
れ

の

『正
義
』
佚
文
部

分
を
翻
刻
し
た
。
今

回
は
、
斯
道
文
庫
蔵
本

に
見
ら

れ
る

『正
義
』
佚
文

の
う
ち
、
量
的
に
は
中
間

に
位
置
す
る
約
一一.分

の

一
程
度
を
公
開
し
た

に

過
ぎ
な

い
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
金
本

(斯

道
文
庫
蔵

『史

記
題
評
』
)

の

『正
義
』
佚
文

の
価
値

.
性
格
が
、
あ
る
程
度
は
明

ら
か

に
な

っ
た
と

思
わ
れ
る
の
で
、
最
後

に
そ
れ

に
つ
い
て
述

べ
た

い
。

 
金
本

の

『
正
義
』
佚
文

の
特
徴

に
つ
い
て
は
、
す

で
に
拙
稿

に
お

い
て

ご
く
簡
単
で
は
あ

る
が
.冨
及
し

て
い
る

の
で
、
そ
ち

ら
を
参
照

し
て

い
た

だ
き
た

い
が
、
今

そ
の
要
点
だ
け
を
取
り
出
せ
ば
、
以
下

の
一二一つ
に
な
る
。

 

、

滝

川

、

水
沢

両
氏

未

発

表

の
佚

文

を

含

む

こ
と

。

.、
滝

川

・
水

沢
両

氏

収
集

の

『正

義

』

佚
文

に
対

す

る
校

訂
作

業

に
、

 

 
金

本

の
益

す

る
所

が

大

で
あ

る

こ
と

。

二
.、

金

本

の

『史

記
止

義

』

佚

文

が

、

南

化

、

狩

、

幻

、

梅

本

と

相

似

し
て
お
り
、
特

に
梅
本

と
の
類
似
性
が
極
め

て
高

い
こ
と
。

本
節

で
は
、

以
ヒ
一..点

の
う
ち

、
「
二
、
滝
川

・
水
沢
両
氏
収
集

の

『
正

義
」
佚
文

に
対
す
る
校

訂
作
業

に
、
金
本

の
益
す

る
所
が
大
で
あ

る
こ
と
」

に

つ
い
て
少
し
詳
し
く
論
じ
て
み
た

い
。

 
『
史
記
正
義
』
佚
文
に
対
し
て
最
初
に
本
格
的
な
調
査
を
行

っ
た

の
が
、

我
が
国

の
滝
川
亀
太
郎
氏
で
あ

っ
た

こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
氏

は
本
邦

に
残
る
古
抄
本
や
、
刊
本
の
欄
外
標
記

に
見
え
る

『
正
義
』
佚
文

を
収
集
し
、
『
史
記
会
注
考
証
』
に
お

い
て
公
表
し
た
。

 
氏

の

『
正
義
』
佚
文

収
集
と

い
う
学
問
的
業
績

の
偉
大
さ
に

つ
い
て
は

今
さ
ら
一.門
を
用

い
る
ま

で
も
な

い
が
、
し
か
し
氏

の
発
表
し
た
成
果
は
、

必
ず
し
も
全
面
的
な
称
賛

の
み
を
も

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
訳
で
は
な
か

っ

た
。
魯
実
先
氏
を
始
め
と
し
て
、
主
に
大
陸

の
研
究
者
数
氏
が
、
滝
川
氏

の
収
集
し
た

『正
義
』
佚
文

に
対
し
て
批
判
的
意
見
を
述

べ
た
の
で
あ
る
。

 
水
沢
氏
は
、
そ

の

一
々
を
取
り
上
げ

て
再
一反
論
を
試
み
、
滝

川
氏

の
業

績
を
弁
護
し

て
い
る
が
、
し
か
し
そ

の
水
沢
氏
自
身
も
、
滝
川
氏
収
集

の

『正
義
』
佚

文

に
対
し

て
決

し
て
無
批
判

で
あ

っ
た
訳

で
は
な

か

っ
た
。

水
沢
氏
は
滝
川
氏

の

『
正
義
』
佚
文

に
つ
い
て
計
五

つ
の
問
題
点
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
論
考
を
加
え

て
い
る
が
、
今
、
そ
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の
う

ち
特

に

注
文

の

テ

キ

ス

ト

そ

の
も

の

に

関
す

る
も

の

一
一点

の

み
を

示

し

て
お

く

。

(A
)
拾
集
操
作

の
上

に
厳
密
性
を
欠

く

(B
)
拾
集

さ
れ
た

「
止
義
」
佚
文

の
校
訂

が
充
分

で
な

い

(A

)

に

つ

い
て

、
水

沢

氏

は

さ

ら

に

、

 
、

「正
義

日
」
を
冠
し
な

い

"書
き

入
れ
"
ま

で
も

、
正
義
佚
文
と

 
 
認
め
て
拾
集

さ
れ
て

い
る

 
 

「
正
義

日
」

を
冠
せ
ら

て

い
て
も
、
注
意

し
て
判
読
し
な

い
と

そ

二
、

 
 
れ
が

"書
き

入
れ
"
の
ど

の
部
分
ま

で
を
含

め
て

い
る
の
か
不
明

 
 

の
場
合
が
あ

る
が
、
博
十

は
た
ま

た
ま

不
注
意

に
判
読

さ
れ

て
、

 
 
「
正
義
日
」

に
含

ま
れ

る
こ
と

の
な

い

"書
き

入
れ
"
ま

で
も
、

 
 
正
義
佚
文
と
認

め
て
拾
集

さ
れ
て

い
る
。

三
、
文
字
そ
の
も

の
の
判
読

の
ま

ち
が

い
も

い
く

ら
か
見

ら
れ
る
。

と

細

か

く

分
析

し

て

い
る
。

 

ま

た

、

(B

)

に

つ

い
て
も

水

沢
氏

は

、

「博
古
拾
集

の
正
義
佚
文

の
中

で
漢
書
注
と
重
複
す

る
も

の
、
旧
屹
義
と
重
複
す
る
も

の
な
ど
は
、
そ
れ

ぞ

れ
漢
書
注

や
旧
正
義
と
校
勘
、
校
訂
す

べ
き
で
あ

っ
た
」
と
述

べ
て
い

ひ
・

 
水

沢
氏

の
.言
う
滝
川
本

(『
史
記
会
注
考
証
』
)
『
正
義
』
佚
文

の
問
題

点

の
う
ち
、
特

に
注
文

の
テ
キ
ス
ト

に
関
す

る
も

の
に
つ
い
て
、
具
体
例

を
挙
げ

て
も
う
少

し
詳
し
く
説
明
し

て
み
た

い
。

 
例
え

ば
、
あ
る

『史

記
正
義
』
佚
文

に
は
、
「
諸
本

の
テ
キ
ス
ト
が
完

全

に

元
致

し
て
い
る
が
、
滝
川
本
だ
け

に
異
同
が
あ
る
」
と

い
う
ケ
1

ス

が
あ

る
。
そ

の

一
例
と
し

て
、
水
沢
本

の

「
樗
里
子
甘
茂
列
伝
」

に
あ
る

次

の

『正
義
』
佚
文
を
挙
げ

る
。

●
張
唐
爲
卿
故

日
張
卿

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

(南
化
幻
梅
狩
本
無

上
四
字
)
【南
化
】

【幻
】

水
沢
氏

の
校
勘
に
よ
れ
ば
、
南
化
、
幻
、
梅
、
狩
四
本
に
は

「故
日
張
卿
」

の
四
文
字

は
書
き
入

れ
ら
れ

て
い
な

い
。
言
う
ま
で
も
な

い
こ
と
だ
が
、

こ
れ
は
逆

に
考
え

れ
ば
、
滝
川
本

の
み
に
こ
の
四
文
字
が
記
載
さ
れ

て
い

る
と

い
う
事

で
あ

る
。
ち
な

み
に
金
本
も
、

こ
の
部
分
は
、
滝
川
本
以
外

の
諸
本
と
同
様

に

「張
唐
爲
卿
」
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
な
ど
は
、
滝
川
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氏
が
本
来

『正
義

』
佚
文

で
は
な

い
も

の
を
佚
文
と
見
な
し

て
記
載

し
た

こ
と

に
よ
る
誤
り
と
考
え

る
の
が
妥
当

で
あ

ろ
う
。

 

こ
の
他

に
も
、
例
え
ば

「傅
斬
劍
成
列
伝
」

に
は
、

●
撃
秦
軍
於
南
毫

(南
化
梅
狩
本
有
故
字
)
賺

作
城
)
之
南
開
封

縣
之
東
北
也

【南
化
】

【梅
】

(南
化
梅
狩
本
縣
字

【狩
】

【瀧
】

と
あ
る
が
、

こ
れ
も
南
化

、
梅
、
狩
、
金
本

の
四
本
は

「撃
秦
軍
於
南
亳

故
城
之
南

開
封
縣
之
東
北
也
」

(傍
点
筆
者

)
と
作

っ
て
お
り
、
滝
川
本

の
佚
文

の
み
、

テ
キ

ス
ト
が
異
な

っ
て
い
る
。
更

に
は
、

「劉
敬

叔
孫
通

列
伝
」

に
、

●
百
官
公
卿
表
云
叔
孫
通
高
祖
七
年
爲
奉
常
至
景
帝
中
六
年
始
改
奉

常
爲
太
常

(南
化
幻
梅
狩
本
無
上

五
字
而
有
復
爲
太
常
四
字

)
按
云

太
常
以
修
史
時
言
也

【南
化
】

【幻
】

【梅
】

【狩
】

【瀧
】

と
あ
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
、
南
化
、
幻
、
梅

、
狩
、
金
本
の
瓦
本

は
、

「百
官

公
卿

表
云
叔
孫
通
高
祖
七
年

爲
奉

常
至
景
帝
中

六
年
復

爲
太
常
按

云
太
常
以
修
史
時
言
也
」

(傍
点
筆
者

)
と
作

っ
て

い
る
。

こ
れ
ら
も
皆

、

滝

川
氏

の
誤
り
と
考
え
る

べ
き

で
あ
ろ
う
。

い
ま
、
僅
か
三
例
を
挙
げ
る

に
止
め
た
が
、
同
様

の
例
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な

い
。

 

ま
た
、
滝
川
氏
所
集

の

『
正
義

』
佚

文
を
校
訂
し

て
い
る
水
沢
氏
自
身

に
も
、
誤
り

が
な

い
訳

で
は
決

し
て
な

い
。
例

え
ば
、
「
伯
夷
列

伝
」

に

は
、
次

の
よ
う
な
佚
文
が
あ
る
。

●
莊
子
云
湯
將
伐
桀
因
卞
隨
而
謀
卞
隨
日
非
吾
事
也
湯
丈
阯
勝
光
吁

課
務
光
日
雅
吾
事
世

(南
化
梅
各
本
無
上
十
四
字
)
[中
略
]
【南
化
】

【幻
】
【梅
】
【狩
】
【瀧
】

こ
の
注
文

の

「湯
又
因
務
光
而
謀
務
光
日
非
吾
事
也
」

の
部
分
は
、
南
化
、

梅
本

の
み
な
ら
ず
、
幻
、
狩
両
本

に
も
見
ら
れ
な

い
。
従

っ
て

こ
の
部
分

を

『
正
義
』
佚
文
と
し

て
記
載

し
た

の
は
、
滝

沢
氏

の
誤
り
で
あ
る
可
能

性

が
高

い
が
、
水
沢
氏
は
そ

こ
ま

で
の
校
勘
は
行

っ
て

い
な

い
。
な
お
、

金
本

に
も

、
こ
の
十
四
字
は
書

き
入
れ
ら
れ
て

い
な

い
。

 

同
様

の
例

は
、
他

に
も
あ
る
。
例
え
ば

「
司
馬
相
如
列
伝
」

に
は
、
次

の
よ
う
な

『正
義
』
佚
文
が
あ
る
。

●
斯
渝
國
在
蜀
南
解
在
西
南
夷
傳

【
南
化
】

【梅
】
【
狩
】

【瀧
】
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水
沢
氏
は

こ
れ

に
対

し
て
、

「南
化
梅

本
不
冠
正
義

日
三
字

」
と
校
勘
を

記
し

て
い
る
。
し
か
し
、
南
化

、
梅

本
の
二
本
だ
け
で
な
く
、
狩
本
も

こ

の
注
文
に
は

「正
義

日
」
の
三
字
が
冠
さ
れ

て
い
な

い
。
従

っ
て
、
こ
の

注
は

『
正
義
』
佚
文

で
は
な

い
と
考

え
ら
れ
る
の
だ
が
、
水

沢
氏
は
そ
こ

ま
で
は
言
及
し
て

い
な

い
。
な
お
、
金
本
も

こ

の
部

分
に
は

「
正
義

冂
」

が
見

ら
れ
な

い
。

 
こ
れ
も
僅

か
二
例
を

挙
げ

た
の
み
だ
が
、
こ

の
他

に
も
同
様

の
例
は
散

見
す
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
滝
川

.
水
沢
両
氏

の
誤
り
を
校
訂
す
る
際

に
、
諸
本
に
見
え

る

『
正
義

』
佚
文

を
参
考

に
す
る

こ
と
は
言
う
ま

で
も

な

い
が
、
そ

の
際
、
金

本
も

そ
の
作

業
に
益

す
る
こ
と
大
で
あ
る
と
考

え

ら
れ
る
。

四

、

お

わ

り

に

 
以
上
、
金

本
書

入
れ
の

『
史
記
正
義

』
佚

文
が
も

つ
価
値

の

一
端

に

つ

い
て
述

べ
た
。

 
筆
者
は
、
滝
川

・
水
沢
氏
が
収
集

・
校
訂
し
た

『
正
義
』
佚
文

に
間
違

い
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
両
氏

の
学
問
的
業
績

の
価
値
を
損
な
う
も

の
で

は
決
し

て
な

い
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し

一
方

で
、
金
本
を
初
め
と
し
た

諸
本

の
書
入
れ

の
系
統

や
相

関
関
係
を
決
定
す

る
際
に
、

『正
義

』
佚
文

の
み
な
ら
ず

、
そ
れ
以
外

の
書
き
入
れ

の
諸
本
間

の
異

同
が

、
そ
の
有
力

な
証
拠

と
な

る
こ
と
も

言
う
ま

で
も
な

い
事
実

で
あ

ろ
う
。

 
滝

川

・
水
沢
氏
が
収
集

.
校
訂
し
た

『正
義
』
佚
文

に
問
題

が
全
く
な

い
訳

で
は
な

い
以
L

、
今

一
度
正
確
な
異
同
調
査

・
校
訂
を
行
わ
な

い
限

り
、
諸
本

の
書
き
入
れ

の
系
統
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と

は
難
し
か
ろ
う
し
、

更
に
は

『正
義
』
佚
文

の
価
値
自
体

の
議
論

の
客
観
性

に
も
大

い
な

る
影

響
を
与

え
る
だ
ろ
う
と

思
わ

れ
る
が

、
こ
れ

に

つ
い
て
は
、
稿
を
改

め
て

論

じ
る
こ
と
と
し
た

い
。

〔
注
〕

(1
)

巻
九
ト

の

「
魏
豹
彭
越
列
伝
」

ま
で

の

『正
義

』
佚
文
翻
刻

に

 

 
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
斯
道
文
庫
所
蔵

明
刻
本

『史

記
題
評
』
書

入

 

 
れ

『
史
記
正
義
』

佚
文
の
研
究

(
h
)」

(
『斯
道

文
庫

論
集

』
箜

.一

 

 
十

八
輯
 
慶
應
義

塾
大
学
附
属
研
究
所

斯
道
文
庫
 

一
.○
〇

四
年

 

 
二
月
)
を
参

照
さ
れ
た

い
。

(
2
) 

一
九

三

二
～
三

四
、
東
方
文

化
学
院
 

一
九

五
六

～
六
〇

、
史

 

 
記
会

注
考

証
校
補

刊
行
会

訂
正
再
版

。

(3
) 

一
九
五
七
～
七
〇
、
史

記
会
注
考

証
校
補

刊
行

会
。
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〔4
) 

水
沢
利
忠

『史
記
正
義

の
研
究
』

(
一
九
九
四
、
汲
古

書
院
)
所

 
 
収
。

(
5
) 

前
掲
拙

稿

「
斯
道
文

庫
所
蔵

明
刻
本

『史

記
題

評
』

書

入
れ

 
 
『
史
記
正
義
』
佚
文

の
研
究

(」
)
」
参
照
。

(6
) 

滝

川
氏

の

『
史
記
正
義
』
佚
文
収
集

に
関
し

て
は
、
前

掲
水
沢

 
 
史
記
会
注
考

証
校
補

』
第
九
冊

(
一
八

冖
～

一
八
四
頁

)
や
前
掲

 
 
小
沢

「史
記

正
義
佚
存

訂
補
」

の
解
説

に
詳
し

い
の
で
、
そ
ち
ら

 
 
を
参
照
さ
れ
た

い
。

(
7
)
 
滝

川
氏
収
集

の

『
正
義
』
佚
文

に
対

す
る
批
判
と
、

そ
れ
に
対

 
 
す
る
水
沢
氏

の
再

反
論

に

つ
い
て
は
、
水

沢
利
忠

「史
記

之
文
献

 
 
学
的
研
究
」

(前

掲

『史
記
会
注
考
証
校
補
』
第
九
册
所
収
)

の
第

 
 
三
節

「
史
記
正
義
佚
文
」

(
一
八
五

⊥

.
一
五
頁
)

に
詳
し

い
。

(
8
) 
滝

川
氏
収
集

の

『正
義
』
佚
文

に
対
す
る
水
沢
氏

の
批
判

の
詳

 
 
細

に

つ
い
て
は
、
前

掲
水

沢

「
史
記
之
文
献

学
的
研
究
」

二

一
五

 
 
～
二

一
六
頁
参

照
。

(9

) 
前

掲
滝

川

『
史
記
会
注
考
証
』
巻

七
古

元

(第
七
冊

)

の
.
.三

 
 
頁
と
水
沢

『
史
記
会

注
考
証
校
補
』
巻
七
十

、

(第
六

冊
)

.
○

 
 
頁
を
参
照
。
な
お
、
傍
点
は
筆
者

に
よ
る
。

(
10
) 

前

掲
滝
川

『
史
記
会
注
考
証
』
巻

九
十

八

(第

八
冊

)
四
貞
と

 

前
掲
水

沢

『
史
記
会
注
考
証
校
補

』
巻
九
古

八

(第
七
冊

)
三
頁

 

 
を
参

照
。
な
お
、
傍
点
は
筆
者

に
よ
る
。

(
11
) 

前
掲
滝
川

『史
記
会
注
考

証
』
巻
九
十
九

(第

八
冊
) 
一
八
頁

 

 
と

、
前
掲
水
沢

『史
記
会
注
考

証
校
補
』
巻
九
卜

九

(第

七
冊
)

 

九
.頁
を
参
照
。
な
お
、
傍
点

は
筆
者

に
よ
る
。

(
12
) 

前
掲
滝
川

『史

記
会
注
考

証
』
巻
六
十

一

(第

七
冊
)

六
頁
と

 

前
掲
水

沢

『
史
記
会
注
考
証
校
補

』
巻
六
十

 

(第
六
冊

)
二
頁

 

 
を
参
照
。
な
お
、
傍
点
は
筆

者
。

(
13
) 

前
掲
滝
川

『史

記
会
注

考
証
』
巻
百
十

七

〔第

九
冊
)

六
六
頁

 

 
と

、
前

掲
水

沢

『史
記
会
注
考

証
校
補
』
巻
百
十

七

(第

七
冊
)

 

 
七
〇
頁
を
参
照
。

一361一


